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○議事日程 

   日程 第 １ 一般質問について（議員提出） 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本日の会議に付した事件 

   議事日程に同じ 
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［午前１０時００分開議］ 

○議長（沼田邦彦）  おはようございます。傍聴席の皆様方には、早朝よりお集まりをいた

だきまして、ありがとうございます。 

 ただいま出席している議員は１７名です。定足数に達しておりますので、ただいまから会議

を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

                                    

     ◎日程第１ 一般質問について 

 

○議長（沼田邦彦）  日程第１ 一般質問を通告に基づき行います。なお、議会運営に関す

る申し合わせにより、質問者の持ち時間を質問と答弁を含めて７５分までとしておりますこと

から、議長において時間を計測し、持ち時間の７５分を超えた場合は制止いたします。また、

質問者の通告した予定時間となりましたら質問の終了を求めますので御了解願います。質問、

答弁は簡潔明瞭に行うようお願いいたします。 

 通告に基づき、１番青木敏久議員の発言を許します。 

 １番青木議員。 

〔１番 青木敏久 登壇〕 

○１番（青木敏久）  おはようございます。ただいま沼田議長より発言の許可をいただきま

した１番青木敏久でございます。傍聴席の皆様、お寒い中議会に足をお運びいただきまして、

大変ありがとうございます。 

 早くも師走を迎えることになりました。ことしを振り返ってみますと、自然災害の惨禍にさ

らされた１年でありました。主な災害だけでも１月から３月にかけた豪雪被害、６月の大阪北

部地震、７月の西日本豪雨は平成に入って最悪の豪雨災害となりました。またこの夏は体温を

超える酷暑により日本中で熱中症による被害が相次ぎました。９月には北海道胆振東部地震に

よる道内全域におよぶ停電、ブラックアウトが起きました。台風２１号の阪神直撃により関西

国際空港が浸水し３,０００人の利用客が取り残されました。続く台風２４号では中部電力管

内で延べ１１１万戸の大規模停電が発生しました。改めまして、災害によりお亡くなりになら

れた方々に哀悼の意を表しますとともに、被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。

１日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。 

 さて今般はこのような災害を受けまして、防災を中心に３項目の質問をさせていただきます。

１つ、防災教育及び防災研修会・講習会等について。２つ目、防災運動会について。３つ目、

ブランディング施策としての応援ソングの制定について。以上でございます。どうぞよろしく



平成30年第５回12月定例会 第３日 

－157－ 

お願いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  １番青木議員。 

○１番（青木敏久）  市防災計画では主な普及啓発活動として防災講演会・講習会等の開催

が明記されておりますが寡聞にして知らず、市主催よりも社会福祉協議会主催の講座、研修会

等が多いと思われます。那須烏山市災害ボランティアセンター運営連絡会について、防災講習

会等における市と社会福祉協議会との関係性、取り組みについて御答弁願います。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  防災講習会等における市と社会福祉協議会の関係性取り組みについて

お答えいたします。 

 本市と社会福祉協議会とは、市・地域防災計画及び社協災害時活動計画に基づき協定を締結

し、平時または災害時における予防対策、応急活動として行うボランティア活動に関する連携

体制を構築しております。また、平時からの連携やネットワーク化を図ることを目的として年

に数回、災害ボランティアセンター運営連絡会を開催しており、相互に情報交換等を行い、地

域の特性に応じた防災活動を推進しております。 

 議員御指摘のとおり、今年度は社会福祉協議会主催の地域防災力向上研修会が行われ地域福

祉活動に取り組まれておりますが市としましては自主防災組織の活動を支援することを主とし

て防災訓練での防災講話やハザードマップの配付などの取り組みを実施しているところであり

ます。 

 市も社会福祉協議会もさまざまな防災活動を通して地域住民の防災力の向上に今後も努めて

まいりたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  １番青木議員。 

○１番（青木敏久）  私がなぜこの質問をさせていただいたかということですが、広報なす

からすやまの９月号によれば、社会福祉協議会では８月８日、９日、子ども防災講座を開催し

ました。また、８月１１日、２５日の２日間にかけて保健福祉センターで社会福祉協議会によ

る地域防災力向上研修会が開かれと記載されており、あたかも講座、研修会等が社会福祉協議

会に委託しているような印象を与えているのが実情かと。また、市の防災担当のサボタージュ

ではないかという誤解も招くことも懸念されており、この質問をさせていただいたわけなので

すが、どうしても一般市民の方から見ますと、社会福祉協議会は地域福祉だというのはわかる

のですが、どうして社会福祉協議会が防災講座なのか、なんで市でなくて社会福祉協議会が防

災講座をとり行っているのか、はたもするとダブルスタンダードじゃないかと。市民からする

と非常に見えにくく参加に当たり、講座を開催してもちゅうちょする場面がなかろうかと危惧

するからであります。 
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 ここでちょっと整理をさせていただきますと、社会福祉協議会の役割ですが、社会福祉協議

会としては先ほど市長の御答弁にありましたように災害発生時のボランティア活動が迅速かつ

円滑に展開されるよう、平常時から小地域見守り活動として地域内の助け合い活動を推進して

いる、その上で災害ボランティアに関わる関係機関等の連携体制の構築や災害時におけるボラ

ンティアセンターの充実強化の一環として防災講座・研修会の開催をしていると。また市とし

ては、地域防災計画に基づき、防災知識の普及啓発推進活動としての防災講演会・講習会を企

図していると、おおむねこのような認識でよろしいかどうかお伺いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  青木議員がおっしゃるように、市の今の立場としましては地域の

防災組織等に出向いて、講演、知識の普及等を図っておりまして、市全体をまとめて講演会を

開催するということは現在のところ行っておりません。 

 先ほど市のほうの活動が見えないということでございましたが、昨年度は２７回ほど出て、

そういった講演会、講演というか活動を行っているところでございまして、今年度については

烏山中学校へ行って、子供たちにそういったものを教えているということで、広報活動がちょ

っと足らないということであれば、その辺については今後社会福祉協議会と共催でやる場合に

ついても広報の仕方というか、その辺でもうちょっと市のほうが見えるような形でできればそ

ういった誤解も招かないのかなというふうに考えております。 

○議長（沼田邦彦）  １番青木議員。 

○１番（青木敏久）  ありがとうございます。２７回、中学校等でされているということで、

私の認識不足もございましたが、広報において周知を図れるともっとよろしいのじゃないかと

思います。 

 そのところを踏まえますと、社会福祉協議会主催のほうが広報に載ったりして、広報で皆さ

んの認識というかが強いかと思うのですが、社会福祉協議会主催の防災研修会等においても広

報にありますように、市のほうは共催もしくは後援としてパートナーとして、連絡会もござい

ますことですし、ともに手を携えて防災減災に取り組んでいますというそういうメッセージを

発信したほうが参加者の安心も得るし、講習会等がもっと、社会福祉協議会主催であっても実

のあるものになってくるのではないかと。ひいては市民に対する防災意識の普及啓発に資する

のではないでしょうかと、ここでお伺いしたいのは、社会福祉協議会主催であっても一歩踏み

込んで今後共催、後援としての取り組みについてお伺いしたいと思います。御答弁お願いしま

す。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  この防災教育関係につきましては、社会福祉協議会等でやる場合
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についても私どものほうも一緒に行っているところでございますので、多分市民に向けてとい

うのは、広報関係がどうしても市のほうがあまり見えてこないというようなことでございます

ので、今後その辺については検討してまいりたいと考えています。 

○議長（沼田邦彦）  １番青木議員。 

○１番（青木敏久）  防災意識の高まりから、今後各団体とかグループなどが、さまざまな

企画、提案とかも今後あろうかと思うのですが、その際の目的とか対象者、地域とか、市のほ

うでは中学校主体で２７回と先ほどお聞きしましたけれども、そういうところを検討しまして、

企画調整をさらに検討すべきと考えております。 

 先般、９月の定例会において私は女性消防団員の活用について御提案申し上げましたけれど

も、災害ボランティアセンター運営連絡会においても市と社会福祉協議会連携のもと女性団員

の特性を生かした防災講座の取り組みについても小学校・中学校等で女性の特性を生かした紙

芝居とか、着ぐるみとか、消火器の使い方とか、そういうのも取り入れてくださるよう再度要

望いたします。 

 活躍の場が得られないとせっかくの人材が行き場を失ってしまうことにもなりかねませんの

で、このところを広報を含めまして活用をお願い申し上げまして、最初の質問を終わらせてい

ただきます。 

 続きまして関連した質問になりますが、目的や対象者、地域などを考慮した場合、また、自

主防災組織の維持、促進を考慮した場合、それから社会福祉協議会と連携したボランティアネ

ットワークの形成やボランティアの普及、ボランティア活動の普及啓発活動を鑑みた場合など

防災の総合窓口として企画調整の機動力を向上させた役割を置くべきと考えております。つま

り、総務課危機管理グループにおける防災担当者から、より専門性の高い防災官、これは仮称

ですが、その任用について御答弁願います。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  防災官の任用についてお答えいたします。 

 本市においては防災における専門的知識を身につけるため平成２５年から内閣府主催の防災

スペシャリスト養成研修に担当職員を受講させております。講義内容は平時の取り組みである、

災害への備えから発災直後の応急活動や復旧・復興までの幅広い内容となっております。受講

後は市内の中学校で防災講話を実施したり、地域の防災訓練や講座等にその知識を生かした活

動を行っております。 

 議員御指摘の専門性の高い防災官を任用すべきという御提案につきましては、本市では担当

職員が防災に関する知識を身につけ日々研さんを積んでおりますので、御理解賜りますようお

願い申し上げます。 
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○議長（沼田邦彦）  １番青木議員。 

○１番（青木敏久）  危機管理の専門家である元消防官とか元自衛官が有効なことはもちろ

んですが、ただいまの答弁にありましたとおり、内閣府でも平成２５年度より国や地方公共団

体の職員を対象に危機管理事態に迅速・適格に対応できる人材、国・地方のネットワークを形

成できる人材の育成を図るために防災スペシャリスト養成講座に取り組んでいるということは

承知しておりますし、市のほうでも前向きに防災スペシャリスト講座に取り組んで市内の学校

で講話・講座等を行っているということ、大変これは評価いたします。一生懸命されていると

いうこと、ありがたく思っております。 

 それにつけ加えて申し上げますと、市の地域防災計画の中に重要な指摘がなされております。

文面をちょっと読ませていただきますと「今後も自主防災組織の維持・促進を図るとともに、

活動のマンネリ化、活動に対する住民の意識不足、組織役員の高齢化等組織結成後の問題にも

積極的に支援等を行い、災害発生時に自主防災組織が効果的に機能するよう働きかける」とあ

ります。 

 この地域防災計画の中で組織役員の高齢化に対する結成後の問題にも積極的に支援等を行う

ということはとりもなおさず高齢化に対する下支えでもありますと、下支えということは、後

継者をつくることでもあり、次期の組織役員を担うべく消防ＯＢ等で構成されています団体等

の育成、強化でもありますし、同時に消防団員の活性化でもあります。 

 これは先般、やはり９月の定例会で防災のサイクルということで申し上げたとおりなのです

が、この指摘について、高齢化に対する指摘とか、そして下支えであるＯＢの団体でつくる防

災団体、消防団員の活性化ということについてはこのような認識は防災スペシャリストのほか

に持っていらっしゃるということで市のほうとしてもよろしいのでしょうか、この認識につい

ては。お伺いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  議員がおっしゃるとおり、今そういった問題があるということは

認識しておるところでございます。なかなかうちのほうで認識を持っていますが、地域住民の

ほうに働きかけがうまくいっていないのも現状だと思っています。以上です。 

○議長（沼田邦彦）  １番青木議員。 

○１番（青木敏久）  自主防災訓練未実施の自治会などからは、ノウハウがないとか、どれ

から始めていいかわからない、高齢化で企画する人材がいない、このような声もあろうかと思

うのですが、自主防災組織における活動のマンネリ化、活動に対する住民の意識不足、高齢化

の問題、後継者育成の諸問題等を見れば、より機能的にサポートするファシリテーションとい

う役割を担う専門家が必要なのは論をまたないと思います。 
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 要するに、防災スペシャリスト養成をされているということですが、防災の専門官として加

えますれば、研修メニューとか訓練メニュー、そして各防災組織のそういった企画、調整を微

に入り細をうがつ、このような人材を配置して対応すべきと考えますけれども、御答弁願いま

す。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  防災スペシャリスト研修では本当に細かいようなところから最後

の総合管理まで全部あらゆる分野でのメニューがございまして、それに対していろいろ各職員

が研修に参加してそれぞれの知識を身につけて、それをこれから地域のほうにどんどんフィー

ドバックしていくというような形でやっております。自衛官のＯＢとか、そういった方の派遣

になっている自治体のお話も聞きます。これについてはいざ災害になったときにそういった体

制が取れるメリットはあるのかなというのはありますけれども、事前に地域に出向いてそうい

った知識の普及というか、そういうのを細かくできるかというのは私のほうは今の体制のほう

ができるんじゃないかなというふうに考えているところでございます。 

○議長（沼田邦彦）  １番青木議員。 

○１番（青木敏久）  はい、ありがとうございます。じゃあ、さらにちょっとつけ加えさせ

ていただきます。 

 災害発生直後にライン、ツイッターなどに書き込まれる情報を集約し、市が対応方針を決め

る際や住民の避難時などに役立てる仕組みづくりを目指して、防災訓練にツイッターを活用す

る自治体もふえております。 

 なぜならある日急に災害が起きたとき、自治体は住民に適切な情報を迅速に提供する必要が

あり、住民は自治体から送られる情報を受け取ることが大切になってきています。また状況に

よっては、住民から送られる被災情報が自治体の判断に役立つと考えられていることから、こ

のような要因も相まってのＳＮＳの活用であります。 

 恐縮ですが、さくら市では大規模災害が発生した際に被災状況に関して市及び市民が情報収

集、共有する手段の１つとしてツイッターを効率的に活用するため、さくら市防災訓練の際に

ツイッターを活用した災害情報収集共有の訓練を行っております。 

 そうであればなおのこと、こういった新しい諸課題もございます。先ほど課長にお答えいた

だいた、防災スペシャリスト研修を行っている防災担当者として事に処するのが適切かと思わ

れます。防災スペシャリストそしてファシリテーションという企画調整役を担うような方とし

て地域の防災の強化、充実に大いに期待申し上げたいと思います。 

 これについて、意気込みと申しますか、これからの活用、さらに幅を広げてこんなことをし

たい、こんなことにも取り組みたいというようなものがあったら御答弁いただきます。よろし
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くお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  情報発信については日々いろいろな媒体ができて更新されている

と思います。更新につきましても来年度、新たな情報伝達システムということで検討しており

まして、それにつきましては相互で情報がとれるような方法もできるようなことになっていま

すので、そういったものを利用するとか、ＳＮＳを使っての情報収集というのは本当に今、い

ろいろなところではやってきていますので、そちらのほうも研究しながらよりよい防災対策に

できればと思っています。 

 先ほど言ったように人材育成についてはこういった研修に積極的に参加させまして、広く職

員も、多くの職員がこういった知識を持つということもできてくると思いますので、いろいろ

と防災対策には力をつけていきたいと思っています。 

○１番（青木敏久）  ありがとうございます。大いに防災スペシャリストに期待申し上げま

すので、今後の活躍を見守っていきたいと思います。 

 続きまして、次の質問に移らせていただきます。 

 子供たちが遊びの延長で防災知識を身につけられることは地域防災において、また高齢化に

対する備えとしても有効であると考えます。防災教育として全国各地で行っているイザ！カエ

ルキャラバン！防災イベントの開催についお伺いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  防災イベントの開催についてお答えいたします。 

 防災教育において幼年期から防災について学習することは子供たちの防災意識の下地をつく

る上でとても大切であり、大人になったときに地域の防災の担い手として活躍していただける

と認識しているところでございます。 

 これまで自治会等の防災訓練は大人が主体となった訓練がほとんどであり、子供参加型の訓

練は余り行われていないのが実情であります。カエル！キャラバンのような子供たちが遊びの

延長で防災知識を身につけられるような活動ができれば子供たち一人ひとりに自分の身は自分

で守るという意識が芽生え本市の防災力の向上にもつながると考えております。 

 今後は関係機関と連携しながら子供たちが楽しんで参加できるような防災体験プログラムを

検討してまいりますので御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  １番青木議員。 

○１番（青木敏久）  子供たちは座学では飽きてしまうかと思います。体験型の遊びを通し

て防災知識を習得していくということは大切なことであり、より効果的ではなかろうかと思い

ます。 
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 例えば、今は小学生の低学年の子供であっても、数年後には高学年になれば助けてもらう側

から地域のお年寄り、御年配の方を助ける側に回るのではなかろうかと思います。 

 そんなこともありまして、市地域防災計画の防災教育の充実の中でもうたわれているのです

が、その中に「災害発生時に、児童・生徒等が自らの安全を守ることはもとより、その発達段

階に応じて進んで他の人々や集団、地域の安全に役立つことができるよう、ボランティア活動

等を通じて安全で安心な社会づくりに貢献する意識を高める教育を推進する」とこちらも明記

されております。幼少期から自助・互助・共助の考え方を学び、将来のボランティア活動に通

じる機会をつくるのも私たちの役目ではないでしょうか。先ほど市長も検討するということで

ありましたけれども、将来のボランティア活動に通じる機会をつくってあげる、この大切な役

割を改めてどんなふうに思うかお答えいただければ。 

○議長（沼田邦彦）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  子供たち関係、ちょっと学校関係でお話をさせていただきますが、

学校の中では年間を通したカリキュラムの中に防災訓練その他を入れております。議員がおっ

しゃるようなカエル！キャラバンその他についても今後授業の中でということは現在の新しい

教科、道徳とか英語の授業化で実際には授業カットの余裕がありませんので、休み時間その他

また運動会いろいろな行事等を通じてその中に取り入れるような形でやっていけるように校長

会を通じて話をしてまいりたいと思っております。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  自治会とかそういう会の中ではお子さんを中心にというわけではあり

ませんが、煙の体験車両とかそういうのとか、消火器の使い方というので子供たちが参加して

楽しんでシールをもらったりとかして、防災訓練には参加しています。今回の、上境の防災訓

練には育成会も参加していただき、お子さん連れの御家族がたくさん来てくださったと聞いて

おります。そういう参加することでまずいろいろな知識はついてくることかなと思いますが、

改めてこういう活動とかそういうのは銘打って子供を中心というのはしているのは今のところ

はないかなとは思っておりますが、実際に一緒に参加しているのは数多くあると思います。 

○議長（沼田邦彦）  １番青木議員。 

○１番（青木敏久）  人口ピラミッドが今ワイングラス型に変遷していることを考えますと、

ぜひ自主防災組織の中でも煙体験というのは子供たちも参加型でやっているというふうにおっ

しゃいましたけれども、自主防災組織の充実強化と平行して、座学ではなくてそういう体験型

を含めて取り組んでいらっしゃるようですが、防災教育に注力していただきたいと思います。 

 先ほど自治会等の育成会の参加でもやっているというふうなお答えをいただきましたけれど

も、イベント化するということはやはり家族が同行したり、例えばボランティアとか、各団体
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を巻き込むということも必要なことではないかと思います。 

 各団体を巻き込んだり、協力を得るということはただ子供たちのイベントにとどまらず、大

人を含めて防災意識の喚起にもなるわけですから、防災イベントとして楽しみながら親に連れ

られてくるのではなしに、子供たちがみずから楽しみながら知識を習得しているということが

やっぱり将来を見越して、だんだん人口がワイングラス型になってきますので、子供たちが支

えでありますので、重複しますけれども、将来を見越して先手を打つというような考えで、ま

た近隣のあと追いではなく、ある程度の話題性を持って、市を盛り上げるという意味でも全国

展開をしているイザ！カエルキャラバン！などを参考に、そしてその中でノウハウなりやり方

がわかってくれば自分たちの地域に合ったような防災活動も育成会、そういうのを巻き込んで

できるかと思いますので、話題を持ったイベントを開催するということを切にお願いしたいの

ですが、改めまして御答弁いただければ。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  先ほど提案になりましたこのイザ！カエルキャラバン！そのもの

を市主催でやるというのはちょっと難しいかと思っています。ただ、ここでやっているノウハ

ウをちょっと参考にさせていただいて、また子供が取り組めるような防災訓練というのはちょ

っと検討させていただきたいと考えています。 

○議長（沼田邦彦）  １番青木議員。 

○１番（青木敏久）  イベントそのものは難しくてもこれも社会福祉協議会さんその他関係

機関の方と相談しながらノウハウ、実施したところの全国的な状況、どんなプログラムか、検

討して当地域においても生かせるようにまたそういう施策に取り組んでいただければと思いま

す。 

 次の質問に移ります。 

 市地域防災計画の「自主防災組織の維持・促進に関し、既存の自治会等を積極的に活用し」

中略、「平常時の防災活動を楽しみながら参加できる環境を作り上げるなど工夫を行い」とご

ざいます。 

 既存の市民運動会の改変も視野に入れた防災運動会の開催について御答弁願います。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  防災運動会の開催についてお答えします。 

 市民運動会についてはさらなる市民一体感の醸成を図るため、今年度から実施プログラムを

烏山地区、南那須地区ともに同一の競技で開催し、来年度から両地域統一の市民運動会を開催

することとして予定しております。 

 統一の運動会を開催するに当たりましては、プログラム等の内容を見直し、新たな市民運動
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会として開催することとしておりますが、議員の御指摘のように、運動会のように市民が数多

く参加するイベントの中に防災をテーマとした取り組みができればより楽しみながら防災につ

いて学び、防災意識の向上につなげられるものと考えます。 

 今後内容を検討する組織のなかにスポーツ推進委員、体育協会等の役員もおりますので、皆

さんと検討してまいりたいと思います。御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  １番青木議員。 

○１番（青木敏久）  防災運動会は市民運動会の趣旨である地域の活性化ならびに連帯感が

あふれた明るい地域づくりに寄与する。この趣旨と軌を一にするものであります。運動会のキ

ーワードは楽しみながら参加、地域の活性化、連帯感あふれる明るい地域づくり、これがキー

ワードになっております。それには住民の参加が欠かせません。しかしながら、ことしの市民

運動会、烏山地区においては８チームによる参加のみでした。率直に申しますと運動会開催の

趣旨からすると善処すべき課題であるかのようにも受け取っております。 

 市長答弁にございましたように、烏山、南那須両地域の一本化を図るということですが、現

状のままでは私の個人的な考えですが一本化は実効性に乏しいのではないかとこのような懸念

もございます。この一本化については御答弁いただけますでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  今御質問の運動会の一本化についてお答えをいたします。 

 長年の懸案でございました２地区同時開催というものを来年度に向けて統一開催にしましょ

うということで、種目も違っていましたものをことし両方統一種目で開催することができまし

た。 

 来年には統一で同じ種目で開催したいということで実行委員会のほうで取り決めをいたしま

して現在進んでいるところでございます。 

 種目の更新等につきましては、今市長の答弁にもございましたとおり、実行委員会等で図っ

て統一的で市民のより多くの参加が得られるようにまた実行委員会のほうで図っていきたいと

いうふうに考えておりますので、御理解のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  １番青木議員。 

○１番（青木敏久）  運動会について、聞くところによると児童・生徒が集まらなくて不参

加の自治会も少なくはないと思います。ならば、今御答弁にありましたように種目を統一する

とかいうことですけれども、目先を変えて市民防災運動会として衣がえして開催するのも方法

ではないかと私はこのように考えるのですが、例えば種目についてですが、今年度の市民運動

会はミックスリレー、混合リレーこのようなものがございましたが、例えばこれを防災に衣が

えするということになりますと、安心・安全・搬送リレーとか、男女混合バケツリレーとか、
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目新しさを持って変えるのもよしとするし、また新種目で他の事例なんかを見ますと火事だと

いう大声競争、火事だじゃなくても、好きだでも何でもそれは変えてるみたいですが、そんな

こともあるので、目先を変える、趣向を変えるという、ともに実行委員会のスポーツ推進員の

方もおられますが、市民の方がともに考え、ともに楽しんで、またともにそこに学びがあって、

火事だの大声競争でもありますように遊び心とかわくわく感がある運動会にしたら盛り上がる

のではないでしょうかと。若年層、子供たちがいない、中学生がいないという不参加のところ

もありますけれども、若年層に目を向けるのももちろん市民の一体感ということだから大切な

ことではありますが、若年層の方がいなくても高齢者はたくさん、御年配の方はいるので、年

配の方も喜んで参加していただけるような運動会になったらすばらしいのではないかと私はこ

のように考えております。 

 また、防災運動会というふうにすることによって、消防団の消防技術を披露することなんか

も、ことしも夏に本市のほうから県の大会に出場しまして優秀な成績を収めました。こういう

のを披露することによって、やはり市民に消防活動の理解とか、ＰＲにもつながるのではない

かと思います。また団員もどなたが地域の団員になっているかわからないという住民の方もい

らっしゃるので、覚えてもらったりとか、触れ合うという機会が団員加入の一助になるものと

思っております。 

 さらに申し上げますのは、やはりイベント化することによって消防署とか社会福祉協議会、

消防団はもちろんのこと、防災団体、いろいろなお手伝いをいただいたり、御協力、後援いた

だいて、また各事業所から協賛を得ますれば、単なる防災意識を高めるイベントにとどまらず、

地域のきずなとか、防災のまちづくりの構築にも役立つものと私は確信しております。 

 歳月人を待たずとはよく言いますけれども、災害も待ってくれません。こういったイベント

において防災のまちづくりの構築に役立ててはどうでしょうか。御答弁いただければ、よろし

くお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  大変貴重な意見ありがとうございます。今、実は運動会は大変な危機

になっております。議員がおっしゃったように参加チームが減っております。子供がいない、

あと、参加する自治会自体がかなり減っております。その中で防災とというのも新しい良い意

見だと思いますが、実は来年度の開催に当たっても普通の運動会ですらやるのに１３年かかっ

ております、一緒にするのに。その中で、もう１個防災まで組み込みますと、この次の運動会

が収拾がつかないのではないかと思いますので、来年度は運動会の合間に、防災とかいう言葉

を入れるのではなく、合間に指導とか消防活動を見せるとかそういうことはもしかしたら組み

込めるかもしれませんので、その辺は体育協会と実行委員会と相談しながらしていきたいなと
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思います。防災ばかりを表に出してしまうと、本来の運動会ではなくなってしまうかもしれな

いので、少しずつ取り込んでいくことにしていきたいと思います。まず競技が違うというだけ

で今年度は運動会を同一にできませんでした。そのような状況なので一遍にいろいろなことを

組み込んでも市民がびっくりしてしまって、追いつけないと思いますので、徐々にそういうこ

とを進めていきたいと思いますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  １番青木議員。 

○１番（青木敏久）  今市長から御答弁いただきました、なかなか変えるというのは抵抗が

あったり難しい面もあろうかと思います。少しずつでもいいですから一歩でも２歩でも取り入

れてよりよい地域づくりに寄与していただければと思います。 

 次の質問に移ります。 

 各地域においてさまざまなイベントが催されておりますが、近隣自治体間においても差別化

を図ることは課題でもあります。その中で、子供たちが歌って踊れる、高齢者が体操に生かせ

るような応援ソングはＰＲや集客にとどまらず、市民の一体感の醸成や帰属意識の強化にも寄

与すると思われます。ブランディング戦略の一環として応援ソングの制定について御答弁願い

ます。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  ブランディング施策としての応援ソングの制作についてお答えいたし

ます。 

 本市には豊かな自然や伝統文化など、地域資源がございます。近隣市町との差別化を図り、

独自性を高めるため、今後は本市のセールスポイントを把握した上で地域ブランドの構築が必

要と考えております。 

 県内自治体では、ＰＲ動画の作成や、地元産品を活用した特産品の開発など地域の特色を生

かしたブランディング戦略を展開しており、地域おこし協力隊員が制作したＰＲソング動画、

またＣＤ制作により認知度の向上を図った例もございます。 

 地域ブランドの推進に当たりましては、地域の魅力を発信する施策といたしまして、シティ

プロモーションが必要と考えております。 

 本市では平成２９年５月にシティプロモーション基本方針を策定し、本方針に基づき効果的

な情報発信、本市の認知度向上、本市への愛着心醸成等に取り組んでおります。 

 今後は庁内で具体的なブランディング政策やシティプロモーションの手法を協議するほか、

地域全体でブランディング戦略を推進するため、官民一体となった組織の設置を検討してまい

りたいと考えております。 

 このため本市におきまして地域ブランドの構築を優先的に取り組み応援ソング制作等のＰＲ
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手法につきましては、地域ブランド構築の進捗状況や関係者の意見を踏まえ必要性の有無を検

討してまいりたいと考えておりますので御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  １番青木議員。 

○１番（青木敏久）  私が応援ソングの制作についてというこれを申し上げましたのは、那

須烏山市にも市民の歌があるのは承知しておりまして、市民の歌も抒情歌的であって郷愁とか

懐かしさをそそるすぐれたものと認識しております。またコーラスグループ等で愛唱されてい

ます。皆様にも本当感謝申し上げたいところでありますが、しかしながら、近隣自治体を見て

みれば、例えば私も１１月３日にラジオを聞いていましたら、ラジオから、えりのあさんの新

曲で矢板市制施行６０周年記念ソングにもなっている『矢板大好き』という歌が流れてきたり、

あとＪＡまつりへ行きまして、そうしたら工藤慎太郎さんが『なかちゃん音頭』を歌っていま

して、また近隣で道の駅きつれがわ、ここではせきぐちゆきさんが道の駅きつれがわのイメー

ジソング『よろこびの郷』、これはしばしば道の駅で耳にしております。ちなみに、えりのあ

さん、やいた応援大使、工藤慎太郎さんは那珂川町のふるさと大使、せきぐちゆきさんは喜連

川温泉ＰＲ大使になっているようですけれども、各自治体ともにイメージの向上に腐心してい

るのでないでしょうか。 

 そんな中で、１２月１日土曜日の下野新聞。これに、「ご当地曲でＣＤデビュー 高根沢の

名を全国へ」と大きく記載されておりました。当地ソングコンテストでグランプリ受賞曲、

『住めば都の高根沢』、町の成人式のためにつくった『あの日の僕へ』等が収録されているＣ

Ｄが「のどかな田舎町から全国へ。栃木県高根沢町発“のぶおばんど”。老若男女、地元の総

力を結集した渾身の１ｓｔミニアルバム」、このように銘打って販売されています。これ、Ａ

ｍａｚｏｎに書いてあったのですが。まさに、これですね。これは大変に称賛すべきことであ

り、今後御活躍をお祈りいたすところですが、翻って、こういう近隣の状況を見ていますと、

本市においては、少し出おくれ感があるのではないかと。こういった気持ちをちょっと否めな

いのではないかと私は思っております。何か「株を守りてウサギを待つ」ような、そのような

状況が見受けられるのではないか、このような懸念もございます。 

 こういった近隣の状況についてどのような認識を持たれているか御答弁願います。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  近隣のお話をされましたが、実は本市の御当地ソングをつくってらっ

しゃる方がかなりいまして、せきぐちゆきさんという方、宇都宮出身の方が『烏山線』。音の

旅人くみ∞せいという方が烏山築城６００年を記念して『想いをのせて』という歌。Ｚｉｎｙ

ａさんという方が『栃木路・・・烏山』。森勇二さんという方が『那珂川慕情』、『からすや

まやまあげ祭り唄』、今回は烏山城築城というので歌をつくっていただいています。まちづく
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り研究会のほうの市民ワークショップの中で『現代版烏山線鉄道唱歌』も作成していて、実は

たくさん歌をつくっていただいています。 

 また、歌手の方もたくさんいらっしゃって、この方にこれをつくってくれというのはできな

くて、選べませんでした。実は烏山城の築城の合間に音楽を流そうと思いましたが、たくさん

いすぎて選曲ができませんで、申し訳ないぐらいなので、プロモーションというか誰を選んで

いいかが今実は悩んでいるところであります。歌の内容も演歌からフォークソング、また南那

須中学校の校歌をつくってくれました柴野真理子さんもいらっしゃいまして、本当に多岐に富

んでいる歌手、もともと市役所職員だった藤井ゆみこさんもいらっしゃって、本当にたくさん

の方がいて誰を選んでいいかが私どものほうで考えあぐねているところです。 

 確かに高根沢は、地域おこし協力隊の方が地元の曲をつくってくれたのでそれはありがたい

し、うちのほうで言ったら昨年の『ひまわり』という映画はうちで頼んだわけではないのに全

国放送を一応していただけるプロモーションをしていただいた経緯もあります。 

 決してうちが何もやっていないわけではなく、もしかすると議員のお耳に、そして目に止ま

らなかっただけなのか、たくさんの楽曲とそういう情報提供はしています。なかなかそれが皆

さんに伝わっていなかったのかというのは、どういうことにそうして流していいかがちょっと

わからなくて申し訳ありませんが、（「ふるさと太鼓」の声あり）ふるさと太鼓もありますね。

たくさんありますので、今後ともアピールできることはたくさんありますので、ふるさと太鼓

なんかはマラソン大会やいろいろなイベントのときに必ず出ていただいて、盛り上げていただ

いておりますので、そういう活用の仕方はいろいろな分野の方にしていただいております。決

してやっていないわけではないと思いますので、今後１年間もうちょっと見ていただいて、活

躍している方がいろいろなところで見受けられると思いますので、それ以降もう少し誰かをと

いうのがあれば逆に御紹介いただけるとありがたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  １番青木議員。 

○１番（青木敏久）  済みません、大変失礼いたしました。百花繚乱ということで、私のほ

うもたくさんありすぎて私の耳まで届かなかったということで、ふるさとのため、地元のため

にいろいろな方が御尽力いただいているということ、大変感謝申し上げたいと思います。 

 ただ、１ついっぱいありすぎてどれを選んでいいかわからないということが１つ要因と、Ｐ

Ｒもあるのでしょうけれども、例えばイベントがあっても選んでいいかわからないから流れて

こないと、流れてこないということは一般の方も周知できないと、結局たくさんあっても何も

しなければゼロと同じなので、そこら辺のところをもう少し考えていただきたいというのがご

ざいます。 

 １つ、例えば私先般、敬老会でお邪魔したところ、やはりいきいきサロンとか、ふれあいの
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里、御年配の方が体操するわけです。そうするとその中でどんな音楽を取り入れてたかという

と、昔の歌手の有名な方が歌った、それは『ダンシング・ヒーロー』だったんですけれども、

そういう方で体操したりするのです。 

 だったら、私なんかが思うのは那須烏山の歌、那須烏山市のふるさとの歌で体操をしていた

だく、御年配の方が。子供さんたちが運動会で踊っていただく、その中の歌詞の中には那須烏

山を象徴するような那珂川であるとか、山あげであるとか、龍門の滝であるとか、そういうキ

ーワードが入ったりすると自然に子供たちがふるさとを愛するようなそういうのも醸成にもな

るし、お年寄りは懐かしく郷愁があったりとか、ふるさとを思って踊りが踊れるとこういうも

のを私は想定しての御質問だったわけで大変失礼した面はございますけれども、ただ、あって

も耳に届かないのでは、ないのと同じであって、お年寄りも楽しめる、子供さんたちも運動会

とかできる、各種イベントで歌やダンスでもっとわくわく感がほしいということで申し上げた

次第です。 

 例えば福祉まつりなどでも太鼓や何かで盛り上げていただいてるグループ、大変これもあり

がたくございますけれども、歌でももっと盛り上げると市民により一層近づくのではないかと

思います。演歌ももちろんいいのでしょうけれども、ある特定層ではなくてみんなが楽しめる

というのが１つのポイントではないかと思います。 

 それに加えて近年、健康経営に取り組む事業所もふえてきております。従業員の健康維持、

増進の取り組みが将来的に収益性を高めるとそういう考え方のもとにラジオ体操とか、元気ニ

コニコ体操、笑いヨガ、実施しているところもございます。お年寄り、子供たちだけじゃなく

て、各事業所の皆様にも協力していただいて、健康体操、ラジオ体操の代わりに元気ニコニコ

体操で本市の応援ソングみたいな今あるものでもいいのでしょうけれども、もう少しＰＲして

歌や踊り、各事業所で健康体操に生かせるような統一したものがあれば、なおさら本市がわく

わくできるのではないかと思う次第で、私がそんな思いを持っているということはイメージア

ップにつながる何かがないかなと思っている方もたくさんいらっしゃるのではないかと思いま

す。 

 ９月の定例会で、私がやはり市民憲章について質問をしました折に、市長からのお言葉の中

で、御答弁の中で「自治体キャッチコピーや、ブランドメッセージの作成を優先的に検討し」、

例えば「小学生・中学生とかから、どんな言葉でこのまちをあらわしたいですかとアンケート

を行い、皆さんの言葉の中から選ぶとか」と、これは抜粋で本当に恐縮ですけれども、そうい

うお答えもいただいております。 

 そういう意味では新たに市民の中学生小学生からどんな言葉でこのまちを表したらいいです

かというような言葉を集めて、新たにつくるというわくわくするようなわくわくプロジェクト
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とは言いませんけれどもそういったので一体感ができるもの、そういうものをプロジェクトを

つくって盛り上げると、なおさら予算がない、何ができないという中でもう少し元気があるま

ちづくりに寄与できるのではないかと考えております。 

 再度お伺いいたしますけれども、今、市長の先般の定例会におけるそういうお言葉もありま

すので、既存の歌もあるということですが、一歩踏み込んで御答弁いただければよろしくお願

いします。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  まず歌の前にキャッチコピーみたいなのを考え、それに合わせたもの

をつくるというほうが流れ的にはいいのかなと思いますので、歌までは到達できるかどうかわ

かりませんが、進めていきたいなと思っておりますので、検討していきたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  １番青木議員。 

○１番（青木敏久）  それでは歌までたどり着かなくても将来歌に向かって進んでいくとい

うことでまずは自治体キャッチコピー、ブランドメッセージを優先させるということでありま

すので、延長線に歌があったり、体操があったり応用できるようなものを御検討いただいて、

わくわく感がある明るいまちづくりに少しでも進んでいってほしくそのように思います。時間

ですので最後に、応援ソングといえば、『アンパンマンのマーチ』というのがございまして、

その中の一節を申し上げれば「そうだ おそれないで みんなのために 愛と勇気だけが と

もだちさ ああ アンパンマン やさしい君は いけ！みんなの夢まもるため」このような歌

詞もございます。これも子供たちの応援ソングでございます。市長にも愛と勇気に御期待を申

し上げまして、質問を終わらさせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（沼田邦彦）  以上で、１番青木議員の一般質問は終了いたしました。 

 ここで休憩いたします。再開を１１時１０分といたします。 

休憩 午前１１時０１分 

 

再開 午前１１時１０分 

○議長（沼田邦彦）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 通告に基づき１７番平塚英教議員の発言を許します。 

 １７番平塚議員。 

〔１７番 平塚英教 登壇〕 

○１７番（平塚英教）  １７番平塚英教でございます。一般質問２日目２番手でございます。

議長の許可を得まして、６項目の一般質問を行いたいと思います。執行部におかれましては前

向きな御答弁をよろしくお願いいたします。 
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 傍聴者の皆さん御苦労さまです。 

 それでは自席に戻って質問をしたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  それでは早速一般質問１項目目に入りたいと思います。まち・ひ

と・しごと創生総合戦略についてというテーマでございます。我が国の総人口は２００８年を

ピークに減少局面に入っておりまして、急速な少子高齢化が進行しております。 

 特に地方の人口減少に歯止めをかけ、地域で住みよい環境を確保し、将来にわたって活力あ

る社会を維持するためにまち・ひと・しごと創生法が制定されたところであります。 

 本市はそれに基づいて国・県の総合戦略を勘案しながら、深刻な人口減少の状況と今後の市

の対応策を長期的かつ総合的視点から有効な施策を迅速に実施するために平成２８年３月に那

須烏山市人口ビジョン及び本市まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定しているところであり

ます。 

 まず、人口ビジョンの目指すべき将来方向としてましては、①若者層の人口流出に歯止めを

かける。②若い世代の就労・結婚・子育ての環境を整備する。③地域資源を活用した魅力ある

まちづくり、ひとづくりを進め、定住環境を整える。④高齢者の健康寿命の一層の推進を図る、

といたしまして、将来目標人口を２０４０年に２万人、２０６０年には１万６,０００人を維

持するとしているところであります。そのために今後の政策・施策の目指すべき基本方向を本

市、まち・ひと・しごと創生総合戦略として、１、本市における安定した雇用を創出し、安心

して働けるようにする。２、本市への新しいひとの流れをつくる。３、若い世代の結婚・出

産・子育ての希望をかなえる。４、時代にあった地域をつくり、安心な暮らしを守る、を掲げ

まして、それぞれ具体的な政策と５年間の目標値を定め、ただいま推進しているところであり

ます。 

 そこで、本市まち・ひと・しごと創生総合戦略の具体的な施策の取り組み状況について現在

の成果に対する評価と課題をどのように分析されているのか、またそれらを踏まえまして、目

標達成に向けて今後の実践方向についてもどのよう進めて取り組んでいくのか説明を求めるも

のであります。御答弁をお願いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  まち・ひと・しごと・創生総合戦略の進捗状況等についてお答えいた

します。 

 本市のまち・ひと・しごと創生総合戦略は急速な少子化に対応するため、効果の高い人口減

少対策を集中的に実施するとともに、地方創生を実現する観点から平成２８年３月に策定いた

しました。また、毎年度進捗状況を管理するため、前年度の取り組み実績について外部有識者
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からなる総合政策審議会及び市議会常任委員会の決算審査の中で事業の効果検証を行い、その

結果を翌年度の事業に反映させるなど適切な推進に努めているところであります。 

 これまで、主な成果としましては、烏山の山あげ行事のユネスコ無形文化遺産登録を契機と

した鹿沼市との連携事業や、高根沢町と連携したＪＲ烏山線沿線まちづくり推進事業、さらに

は観光ＰＲ強化に向けた山あげ会館施設整備事業など国の地方創生交付金を有効に活用した事

業を展開してまいりました。 

 現在の進捗状況としましては、８つの成果指標のうち有効求人倍率、転入者数から転出者数

を引いた人口純移動数、観光入込数、合計特殊出生率の４項目について前年度の実績を上回っ

ている一方で、年間出生数が前年度の実績を下回るなど、まだまだ本市の人口減少、少子化に

歯止めがかからない状況にあり、大きな課題となっております。 

 また、施策ごとに設定しているＫＰＩにつきましては、平成３１年度の最終目標値を既に達

成したものが６６項目中２０項目であり、前年度より２項目増加しているものの、半数に満た

ない状況にあります。 

 これらの状況を踏まえ、まち・ひと・しごと創生総合戦略の目標達成に向け、今年度よりス

タートした第２次総合計画の政策・施策と一体的な取り組みを進めてまいりますので、御理解

賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  先の市議会議員全員協議会でこのまち・ひと・しごと創生総合戦略

成果指標一覧というのを配付いただきました。 

 最初にこの中の大きな８項目について今市長のほうで答弁されましたけれども、特に基本目

標の４の「時代に合った地域をつくり、安心な暮らしを守る」という点については、平成

２８年度、２９年度の実績がないのです。計画策定時は住み続けたいというのが３６％ですか、

目標値は４０％ですが、これらはやはり調査が必要ではないかなと思います。 

 さらに、ＫＰＩ、総括表これについては、ＫＰＩ指数というのがありまして、さらに平成

２８年度、２９年度の指標というのがあるのですが、これをどういうふうに見たらいいのかち

ょっと説明いただければなと思います。 

 さらには、今後は具体的な指標になりますけれども、今、６０項目のうち２０項目みたいな

ことを言いましたが、実際に掲げているが、なかなか同じような微増のところもあります。例

えば新たな産業の創出というところでは、毎年２件ずつ企業の誘致とか立地を促進していくと

いうようなことで平成２８年度も２件、平成２９年度も２件というふうになっています。 

 その下に事業用地登録件数というのがありまして、計画策定時は１２件でしたが、平成

２８年度実績が１５件、平成２９年度が１６件ですけれども、平成３１年度までに３０件にす
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るということでございます。これもなかなか大変だとは思うのですが、どうすればいいのかお

考えがあれば。 

 さらには、地域産業の支援ということでございまして、商工会の経営相談ですか、これが

４,０００件で平成２８年度、２９年度は推移しておりますけれども、６,０００件に引き上げ

るというようなことになっていますが、こういう点についてはどんなふうに考えているでしょ

うか。 

 さらには中山かぼちゃをただいま２００ヘクタールということで推進していますけれども、

３００ヘクタールにもっていきたいとこういうことでございます。これについても方策があり

ますか。 

 さらには、就労支援ですね。実践型の雇用創造の創出件数が平成２８年度は３７名、平成

２９年度が４４名となりますが目標が８０名なのです。これもかなり現状と目標が乖離がある

かなというふうに思うのですが、一番下にワーク・ライフ・バランスの指標ですか、それが平

成２８年度、２９年度が全く、職場環境改善に取り組む企業の認定数ということでございまし

て、これは平成２８年度、２９年度ともにゼロなのですよ。これを３件にするということでご

ざいますが、何か方策がありますか。 

 さらには市の魅力発信ということでございまして、ホームページですね、市の。そのリニュ

ーアル、ホームページのアクセス件数なのですけれども、計画策定時が約１０９万件、平成

２８年度が約１０４万件、平成２９年度が１１４万件ということですが、目標値は１７０万件

というふうになっております。これはかなり１７０万件まで乖離があるので、どうするか。 

 次に、営業戦略部隊による情報発信ということで、これもＳＮＳだと思うのですが、「いい

ね」という件数、これが目標１万５,０００件なのですけれども、今のところ５,０００件程度

に収まっているということなので、これもかなり乖離があります。 

 企業訪問も残念ながら、平成２８年度、２９年度はゼロ、ゼロで推移していますが、目標は

１０件と、年間１０件ですよ、というふうになっていますが、これはどうしますか。 

 観光集客の向上という点ですけれども、例えば観光入込数これ年間７０万人以上と設定して

いますが、４７万人、５２万人、５４万人ということで、若干乖離があります。何か方策があ

りますか。 

 ジオパーク認定、平成２９年度に申請をしましたけれども、該当にならなかったということ

ですが、平成３１年度までには申請したいとこういうようなことなのですが、そういうことで

進んでいますか。 

 都市住民との交流促進ということでございます。体験ツアーの参加数というのを年間

２００人以上とされておりますが、今のところ７０人という状況です。 
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 スポーツ人口の交流、年間２,０００人以上と、これが１,５００人程度となっております。

スポーツによる大学との連携ということですが、現在のところ平成２８年度ゼロ、平成２９年

度ゼロということであります。大学スポーツの誘致が可能かどうか検討されていますか。 

 さらに、結婚支援についても……、どうしますか。私が言っているのは、全部を言っている

わけではなくて、抜けているやつ。抜けているやつを言っています。乖離があるやつ、目標と

現状の。それについて、結婚、妊娠関係ですね、これもだいぶ乖離があります。 

 地域における子育て支援、これはだいぶ現状には近いのですけれども、ファミリーサポート

センターの利用状況は平成２８年度も平成２９年度もゼロなのです。ところが目標は５２名と

なっております。これはこのままでいいのかどうか。 

 それで、子育て環境の充実ということで、若い世代の家賃補助件数の目標値１２０件、これ

が３１件になっていますが、これ、この間の提案ではだいぶ結婚された方に限定するというこ

とで少なくなってしまったのですが、そうすると目標達成にはほど遠くなってしまうのではな

いかなと思います。 

 そういうことで、あと健康寿命の延伸です。これについても、さまざまな目標がありますけ

れども、特に就労及び子育て交流に取り組む施設というのが平成２８年度ゼロ、平成２９年度

ゼロなのですが、３施設をつくるとなっていますが大丈夫でしょうか。 

 それと、活力ある地域の形成ということで、現在、まちづくりチャレンジプロジェクトの事

業の採択団体これが６団体、６団体ということですが、１２団体にふやすというようなことな

のですけれども、果たして平成３１年度までにそれぞれ掲げた目標を達成するような今、対策、

体制を取っておられるか、答えられる範囲で御回答をお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  平塚議員大変申し訳ないのですが、あまりに項目がありまして、これ

を各課で答えていくとこれだけで質問の答えが終わってしまうと思いますので、もしもでした

ら一覧で、何かで答弁をさせたいと思いますので、今回はこれを御了承いただけないでしょう

か。（「そうですね」の声あり）すごい項目が多すぎまして、申し訳ありませんが、用意もち

ょっとそこまではできていませんので、申し訳ありませんがそのように対応させていただきた

いと思います。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  それではそれぞれの担当課に言って項目について中身を本当にやる

気があるのかないのか、そこら辺をちょっと確認をしたいなと思います。 

 それの中で、１項目目、本市における安定した雇用を創出し、安心して働けるようにすると

いう課題があるでしょう。これについて具体的な施策として創業支援体制の整備と２つ目には
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企業誘致及び立地の促進とこういうふうにあるのですよ。ところが川俣市長は企業誘致は私は

任期中には行わないとか、私は反対ですとか、そういうことを平気で言うのだけれども、この

地方創生総合戦略にもそれは反しますし、今の総合計画、その基本からも大きく間違っている

ことになるのですよ。 

 市長がまちづくりの根本の根本を根底から否定して私はやりませんということになりますと、

これ市の行政は成り立ちませんので、だからといって企業誘致を市長が叫んだからといって企

業誘致が進むわけではありません。これは相手があることだし、条件が必要でございます。市

長はここに優秀な企業が来ると優秀な社員が取られるからなんて言っているのですけれども、

そんなみみっちいことを言っていたのでは若い人はここに住みませんよ。ほかの自治体から若

い人がここに働きにくるようなことを考えなければ、今の行政のトップは成り立ちません、は

っきり言って。だからそういう意味で、１８０度転換をしていただきたいと思うのですがどう

でしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  決して企業誘致をしないとは言ってません。（「いや、言ってるよ」

の声あり）企業誘致をする以上に今の地場産業を守りたいと思っています。実質、皆さんから

就職してくれる方がいません、求人をしても地元から就職してくれている人がいませんと私の

ほうにはそのような答えのほうが多くきています。 

 で、違う意味での企業誘致は実はいろいろなところでしてはおります。ただ、敷地とそれと

来てくれる企業とのマッチングが今のところうまくいっていませんので、なかなかできないだ

けで決しておっきな声で私は企業誘致はしませんとは言っていません。皆さんもそれは把握し

ていると思います。（「いや、把握してないのですよ、それ」の声あり）じゃあ、お伝えくだ

さい。（「はい」の声あり）企業誘致というのは企業と地元が合うことが一番だと思っている

ので、きっと平塚議員もいらっしゃったときに私は言っていると思うのですが、ある企業はこ

の地盤がいい地域に最適ではないかと思い、私は何度も会うたびにぜひ今度拡張をする場合は

うちの地につくってくださいと何回も頼みに行っています。他のこともしています。 

 ただ、大手企業に来てもらうというのではなく、今ある産業が実は伸びています。そこに対

しての事業拡大や倉庫の確保がほしいというので今はいろいろなところに動いてもらっていま

す。決して企業誘致を断っているわけではありませんし、声もかけております。 

 ただ、一番は地場産業を本当に守りたいと思っています。今は職業を継いでくれる人もいま

せん。そして、就職してくれる人がいなくて、閉鎖したい、閉鎖しなければならない企業が出

てきているところなので、できましたら地元を守りたいと私の中では思ってそちらを強くした

いと思って声を上げました。決してよそから来るのを拒んでいるわけでは全くありません。誤



平成30年第５回12月定例会 第３日 

－177－ 

解されているようでしたら、他の方にもそのように伝えていただけるとありがたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  私は、ふるさと烏山会には参加できませんでしたけれども、そこで

市長が変わりまして新しい市長のこれからの市の方策についてお話を聞きたいということで講

演をやられたそうですが、その中では明確に私の任期中には私は企業誘致はいたしませんとい

うふうに言ったということで参加者が驚いたとこういうふうに聞いておりますので、そういう

ことは言わないように、要するに私が言っているのは、自分たちの計画をきちんとやりましょ

うよと言っているのですよ。勝手な思い込みで、私的なことで行政を進めないでください。自

分たちでつくった計画をきちんと把握して、それをどう進めるのかということで進めないと市

が進みませんよ、はっきり言って。そういう意味でその時私は市長ではなかったなんていうこ

とを言われても困るのですが、議員として総合計画には賛成されているのですから、当然この

まち・ひと・しごと創生総合戦略をもとにして、第２次市の総合計画が作られているわけです

から、その基本中の基本ですから、働き場をこのまちに創出するというのは。その先頭に立っ

て頑張ってもらいたいなと思います。 

 次、そういう中で本市の創生総合戦略に沿って、地域おこし協力隊の取り組みを進めており

ます。現在は３名の協力隊員が活躍されていると思いますけれども、協力隊の現在の活動状況

と今後の展開について説明を求めたいと思います。 

 創生総合戦略の先ほど述べましたこの５年目標によりますと、現在３名のものを８名にする

というようなことで計画されておりますが、その計画どおりに進めておられると思うのですけ

れども、今後の対策について御答弁をお願いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  本市地域おこし協力隊の取り組み状況と今後の展開についてお答えし

ます。 

 地域おこし協力隊につきましては、中心市街地の活性化を図りながら平成２８年度より３人

の隊員が起業に向けて活動しております。取り組み状況につきましては、各隊員とも活動を開

始してから約２年を経過しており、これまでの経験を生かした任期終了後における方向性を確

認しているところでございます。 

 既に起業に向けた実践的な活動を開始しており、関係機関であるＮＰＯ法人とちぎユースサ

ポーターズネットワークや地元金融機関による指導を受けており、また、各隊員の活動状況を

広く市民に周知するため広報誌として地域おこし協力隊通信を創刊し１０月の行政区長書面配

付により各世帯へ回覧いたしました。今後は隔月での定期的な発行を計画しております。 

 次に今後の展開についてお答えいたします。 
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 現在の隊員３人につきましては、来年９月末で２人、１０月末で１人が任期終了となります

ので、本市への定着意向を確認するほか、起業に向けた具体的な協議を進めております。また、

関係各機関におけます事業計画、資金計画などの実務面を中心とした指導をいただく予定でご

ざいます。 

 今後は各隊員が任期終了後も自分の力で稼ぎ、暮らしていく力を身につけることができるよ

う支援を図ってまいりますので引き続き御協力を賜りたいと思います。 

 また、８名を採用する計画のはずですが、実は今回募集したのですが、今うちに見合う人が

いなかったので、延期をさせて、検討させていただいております。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  ぜひ、総務省のほうでもいろいろマニュアルをつくったりして地域

おこし協力隊の活動について奨励しているというふうに私は聞いております。その３名が果た

して本当に本市に起業されていただけるかどうか、具体的に意向調査なんかはやっているので

しょうか。定住していただけるような方策がされているのかどうか。８名については募集はし

ているけれども、見合う方がまだ見つからないということでございます。これについてはこの

地方創生のほうで国からの支援金も来ているというふうに思いますので、ぜひとも他の自治体

のほうではかなり大人数の協力隊員を招へいしましてまちおこしにいろいろと躍起になってお

ると思いますので、本市についてももっと具体的なまちおこし対策をその方々だけにまかせる

というのじゃなくて、行政のほうでも支援をしながら一緒に考えていくということで取り組ん

でいってはいかがかなと思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  まず地域おこし協力隊の現３人の活動ですが、１０月に行

政区長文書配付の中に回覧を入れました。１２月号でも回覧で回す予定になっておりますので、

それに目を通していただければと思います。 

 また、８人の部分ですが、現在３名、今年度２名予定していたんですが、なかなかこちらが

要求するのとはマッチングしませんでしたので、見送ったということがございます。したがい

まして、今後８名の部分につきましても、採用の仕方も踏まえて一度検討させていただきたい

というふうに思っております。 

 また、３人が自立するといった部分に関しては今金融機関等々とも事業計画を進めながら詰

めておりますので、見守っていただければと思っております。以上です。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  どうぞよろしくお願いします。 

 これはどういうエリアまで募集をかけているのでしょうか。いわゆる首都圏のそういう大学
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とか、いろいろなところにまで広げているのでしょうか、ちょっとどういうところまで応募、

募集しているのだか、集め方についてちょっと説明をお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  簡単に言いますと、東京を踏まえた首都三大都市圏と言わ

れているところ、そこが特別交付税の対象となっている地域なものですから、そこをポイント

をあてて募集しております。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  どうぞよろしくお願いいたします。 

 続きまして２つ目のテーマに移りたいと思います。 

 本市定員適正化計画と会計年度任用職員制度についてお尋ねをいたします。 

 まず、全国的に行政改革の名のもとに公務員の非正規職員の置きかえが進められておりまし

て、本市においても合併時の職員総数は３３６名であったと記憶しておりますが、現在の職員

定数は２４９名であり、その時と比較しまして８７名減少しているものと思われます。その分

非正規職員がふえている状況にあると考えますが、本市の合併当時と比較をしまして、本市非

正規職員及び臨時職員・非常勤嘱託職員の雇用状況について仕事内容や市民に対する対応が十

分果たせる適切な適正化配置がされているかどうか御説明をいただきたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  本市職員の雇用状況及び配置状況について年齢構成を含めてお答えい

たします。 

 本市の正職員は合併後退職不補充等により削減が進み、職員構成は激変し、世代交代が著し

い状況でございます。近年は分庁方式や施設・業務の維持運営、地方分権・地方創生といった

行政課題に支障をおよぼさないよう退職補充に努めておりますが、年齢構成は合併後の平成

１８年度で職員３２２名のうち３０歳未満が８％、２７名だったところ、平成３０年度では職

員２４９名中３０歳未満は２３％、５８名と大きく変動しております。これら若手職員は

１７課中のうち６課で３０％を超えるなど配置の多い課も見られますが、全課局に配置がされ

ていて大きな偏りはないものと考えております。来年度も新採用職員１２名が予定されており、

組織の若返りはさらに進んでまいります。 

 臨時・非常勤職員の雇用状況については今年度の週２９時間以上を勤務する職員は１１７名

と、ここ３年間おおむね同様の数で推移しております。 

 年齢構成は、３０歳未満が１３％と正職員に比べて少ない状況にございますが、幅広い年齢

層で多様な人材が集まっているものと考えております。配置につきましては、３０％を超える

のは３課にとどまり、職種によって差がございます。人口減少の中で、働き手が不足する傾向
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にあり、職員数の確保は年々厳しくなっておりますが、今後も柔軟に対応し、時代に応じた適

正配置に務める所存でございますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  先ごろ議員のほうに、市議会議員全員協議会で市の定員適正化計画

というのが渡されたところでございます。現在の２４９名の状況を見ますと、４０代、５０代、

６０代近い方、これが約５６％。３０代、２０代、１０代も一部を含めて４４％ということで

かなり高齢化しているというような説明がありました。 

 さらには本市の会計決算による人件費の割合とこれが平成１９年合併して１年たったころは

決算の２２％が人件費でございましたが、現在は１６.１％とこういうふうになっているかな

と思われます。 

 そこで、基本的な考え方ということで見ますと、行革を進めていわゆる再任用とか嘱託職員

で補ってきたということなんだけれども、現在の分庁方式の中ではこれ以上の削減は、定数減

は大変だというようなことが書かれております。 

 そういう点で、適切に職員の配置がされないと住民サービスが低下してしまいますので、お

願いしたいなと思います。これは『じちろう』といういわゆる役場職員系統の組合の新聞でご

ざいますけれども、その中でも市町村合併とか広域化とか職員の削減で地方は限界にきている

と。公務員の人員は少なければよいという風潮はいかがなものかと、これは全国市長会がこう

いうふうにそれに答えているということでございます。 

 また、市町村では、技術系の職員の確保に苦労しているということで、やめられたあとを補

充をできないと、技術系職員が困ってしまうと、その職場が。そういうことがありますので、

必要な人員確保ということでこれは全国町村会ですね。こういう実態がありますので、公務員

の待遇と労働条件、それをきちんと守れるようにお願いしたいなと思います。 

 民間では２０１３年に労働契約法が改正されまして、有期雇用労働者の無期転換ルールの適

用が始まっておりまして、しかしこれは地方公務員には適応されておりませんので、本市にお

いても、同じ部署や職場で５年以上働く臨時非常勤職員にも何らかのこの法に基づく無期転換

ルールが必要と考えますけれども、市当局はどんなふうにお考えでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  今のところ私どものところは毎年１年ごとに試験をやって、１年

雇用ということでやっておりまして、今の制度にはなかなか当てはまらないということがあり

ますが、平成３２年度から会計年度任用職員の制度が始まりますので、それに合わせてこうい

った非常勤職員とそれについては整理してまいりたいと考えています。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 
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○１７番（平塚英教）  次にいわゆる現場での職場では例えば保育所なんかではこれは合併

当時からそうだったんですけれども、正規職員よりは臨時職員が非常に多いと。しかし、その

仕事そのものは、フルタイムで働く方がほとんどでございまして、仕事内容は変わらないとい

うことでありましたが、この現在、公立保育所内の正規職員と非常勤職員の比率はどんなふう

になっているでしょうか。合併当時と比較して現在がどうなっているかと。もしお答えいただ

ければお願いしたいなと思います。 

○議長（沼田邦彦）  神野こども課長。 

○こども課長（神野久志）  ただいまの御質問についてお答えいたします。３つの時点とい

うことでこちらで確認したのですが、まず平成１８年の１月１日現在で申し上げますと、整数

値で申し上げますが割合としては正規職員が５８％、嘱託職員が４２％でした。 

 ５年前の平成２５年４月１日現在ですと、正規職員が３６％に対し、嘱託職員が６４％でご

ざいまして、現在平成３０年１０月１日現在はほぼ拮抗しているような状態ですが正規職員が

４９％、嘱託職員が５１％という状況でございます。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  それでは２つ目の質問に移りたいと思います。 

 ２０１７年５月に地方公務員法・地方自治法の一部改正にともないまして、臨時・非常勤嘱

託職員の待遇について、任用の整理・厳格化と同一労働・同一賃金の考え方に基づいて処遇改

善を趣旨とした会計年度任用職員制度の新設がなされたところであります。本市においてこの

制度、２０２０年４月からの実施に向けて取り組もうとしておりますが、その対策と取り組み

状況についてどのように進められているか御答弁をお願いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  会計年度任用職員制度に向けた対応についてお答えいたします。 

 臨時・非常勤職員は、地方行政の重要な担い手でありながら、その任用・勤務条件は、正職

員と比べ適正に確保されておらず課題とされてきました。これを踏まえ、平成２９年の法改正

は、会計年度任用職員制度の創設により、任用・服務規律等の整備を図るとともに、特別職非

常勤職員及び臨時的任用職員の任用要件の厳格化を行い、２０２０年度より会計年度任用職員

制度への移行を図ることとなったものでございます。 

 具体的には、フルタイム勤務者に対しては、期末手当、時間外勤務手当、退職手当等が支給

可能となり、パートタイム勤務者には期末手当等が支給可能となるわけでございますが、これ

は、現在と同数を雇用した場合、財政面では相当の負担増となります。このため、制度移行に

あたっては、現在の職を漫然と存続するのではなく、それぞれの職の必要性を十分に吟味した

上で、適正な人員配置に努めるべきとされております。 
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 この制度移行に向けては、平成２９年度以降、国・県の指導に基づいて、実態把握調査、準

備状況調査に取り組んでまいりました。現在は、任用・勤務条件等の素案に基づき、庁内調整

を経まして、真に必要性の高い職に限った会計年度任用職員制度としていく予定でございます。 

 さらに、平成３１年度中には、新制定・改正すべき例規案及び予算案を上程するとともに、

２０２０年度の会計年度任用職員の採用準備を進めなければなりません。 

 時限の中の制度改革でございますが、職種や職員数、勤務条件を吟味して、本市に適した人

員配置に努め、財政負担をできる限り抑制できるよう配慮しながら、庁内調整を進めてまいり

ますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  この件に関して総務省の会計年度任用職員制度準備のための事務マ

ニュアルというのが出されているなと思うのですが、６カ月以上の任用については期末手当の

支給が求められるというふうになっていますが、現状と今後の課題について御説明をお願いし

ます。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  最終的には正職員と同じような期末手当の率になる方向と思いま

すが、現段階ではまだ率等については、調整中でありまして、マニュアルに沿ってこれから進

めてまいりたいと考えています。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  ありがとうございました。 

 次に、３項目目、とちぎの元気な森づくり県民税と森林環境譲与税についてお尋ねをいたし

ます。私たちの大切な森林を県民全体で守り育て元気な森を次の世代に引き継いでいくために

平成２０年度からとちぎの元気な森づくり県民税を導入し、森林整備等を進めてきたところで

ありますが、今後の森林所有者の高齢化や境界等の不明確な森林の増加等の課題に対応するた

めにこの県民税を１０年間延長して取り組んでいるところであります。 

 本市の元気な森づくり県民税のこれまでの収納状況とその活用の内容について説明いただき

たいと思います。 

 さらに延長された県民税の今後の利用計画や課題についても説明を求めるものであります。

御答弁をお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  とちぎの元気な森づくり県民税についてお答えいたします。 

 本市では、平成２０年度からとちぎの元気な森づくり県民税事業を活用し、地域で育み未来

につなぐ、通学路等の安全安心、野生獣被害軽減を目的として、里山林整備事業及び里山林管
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理事業に取り組んでまいりました。 

 内容につきましては、平成２９年度までの１０年間で市内５５箇所、約２８７ヘクタールの

里山林を整備いたしました。その結果、不要木の除去や藪の刈り払いなどの里山林整備が進み、

野生獣の被害軽減や通学路沿いの安全確保など、環境整備の面でも大いに効果が上がっており

ます。 

 一方で、現在、所有者の高齢化等により、間伐などの手入れがされていない森林が増加し公

益的機能が低下していることや、境界が不明な森林が増加するなど課題が山積しております。 

 今後は、元気な森を次世代に引き継ぐためにも、県民税を活用した事業を引き続き推進して

まいりたいと考えておりますので御理解賜りたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  これまでの１０年間に収納した県民税及び、それを活用した市内の

状況について説明いただきたいのですがちょっと時間がないので担当課のほうにまいりまして

詳細にお聞きしますので、答弁書の中にあると思ったらなかったので、よろしくお願いいたし

ます。 

 ２つ目の質問、国の方では来年度から森林環境譲与税というのを創設するのです。この徴収

方法や、事業内容及び県民税と相違点等があれば説明いただきたいと思います。また、配分の

ほうが先みたいなのですね、収納はあとからのようなのですが、本市への環境譲与税の配分及

び収入予定、この受入の事業計画があれば説明をいただきたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  森林環境譲与税についてお答えいたします。 

 初めに森林環境税の徴収方法につきましては、２０２４年度から課税となり、住民税と合わ

せて年間１,０００円が徴収されることとなります。 

 また、市町村及び都道府県に対しては２０１９年度から森林環境譲与税として先行譲与され

る予定であります。本市への譲与額は県の試算によりますと、２０１９年度から２０２１年度

までは毎年６００万円ずつ、２０２２年度から徐々に金額がふえて１５年後の２０３３年度に

は１,９００万円となる見込みとなっております。 

 次に事業内容につきましては、県民税事業とは違い、基本的には森林所有者が自ら管理でき

ない森林であり、林業経営に適さない森林いわゆる手がつけられない山林の整備が対象となり、

本市では約２,３００ヘクタールが該当する見込みであります。 

 本市における事業計画としてましては、現在県の説明会や担当者間の打ち合わせなど、検討

を重ねている段階であります。 

 今後は森林所有者の意向調査など準備作業を行い、新たに構築する森林管理システムを活用
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しながら具体的な事業計画を立てていく予定でありますので、御理解賜りますようお願い申し

上げます。 

○議長（沼田邦彦）  ここで暫時休憩いたします。再開を午後１時００分といたします。 

休憩 午前１１時５７分 

 

再開 午後 １時００分 

○議長（沼田邦彦）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  次に４項目目のＪＲ烏山線の利用向上対策と駅舎周辺整備について

お尋ねをいたします。 

 市は烏山駅を拠点にして、中心市街地活性化事業として整備する計画策定を官民を挙げて行

う方針とのことだったと記憶していますが、その進行状況についてお尋ねをいたします。 

 昨年の１２月議会でも同様の質問を行いましたところ、市当局の答弁といたしまして、「平

成２９年度から平成３１年度にかけて、都市再生特別措置法に基づく立地適正化計画の策定に

取り組む」ということでありました。「立地適正化計画は、コンパクトシティプラスネットワ

ークを基本的な考え方として中心市街地に公共施設や市民生活に必要不可欠な施設を集約確保

しつつ、各地を公共交通ネットワークで結ぶことにより、中心市街地の人口密度を高め、民間

事業者が活動しやすい都市構造を実現しよう」というようなものになるという説明でありまし

た。 

 その立地適正化計画の策定に当たっては、医療・福祉・商業・公共交通等との連携が重要で

あり、庁内にプロジェクトチームを組織し検討するだけでなくこれらのまちづくりについては

市民協働により進めることが重要であるとして都市計画審議会や市民や有識者で組織する委員

会などを設置して進めたいということでありました。 

 この立地適正化計画策定に向けての庁内プロジェクトチーム及び有識者と市民の代表による

検討委員会の設置はなされているかどうか、計画策定に向けての取り組みの進捗状況について

御説明をいただきたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  計画策定の進捗状況についてお答えいたします。 

 ＪＲ烏山駅を中心とした烏山市街地は、急速な少子高齢化、人口減少の進展や商業施設の郊

外への進出などの影響を受け、空き家や空き地、空き店舗が増加するとともに、駅や駅周辺の

交流人口が大きく減少するなど活力が失われつつあります。 

 このような状況から、長期的な視点による対応が必要であり、今後、持続可能な都市として
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どのような姿を目指していくのかを示すため、２０１７年度から２０１９年度にかけて、立地

適正化計画の策定を進めております。 

 昨年度は、都市の現状分析と課題を抽出したところであり、本年度より、医療・福祉・商

業・公共交通機関等のさまざまな都市機能をどのように誘導するべきか、どの区域に居住を誘

導するべきか等の検討をしているところであります。 

 また、市民の意見を計画に反映するためのワークショップ等を、随時開催する予定としてお

り、必要に応じて中間報告を議会にお示ししたいと考えておりますので、御理解賜りますよう

お願い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  新聞報道を見ますと、中心市街地の活性化に取り組む県まちなか元

気会議が加入する１６市町、本市も加入されているそうですが、空き家などを活用して市街地

再生を図るリノベーションまちづくりの実証実験に着手するということでございまして、

２０２０年までの３年間ということです。 

 ぜひともその中でこの烏山駅前を中心とした対策を進めていただきたいと思うのですが、私

の最初の質問でありましたように、庁内のプロジェクトチームは策定されているのかどうか、

さらに官民を挙げた組織、検討委員会の組織づくりですね、それについてはどんな取り組みに

なっているでしょうか、御答弁をお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  私のほうで立地適正化計画のほうを担当しております、都

市建設課です。先ほど市長答弁のようにこの計画につきましては、３年度、平成２９年、

３０年、３１年ということで初年度に現状の分析抽出、今年度はそれに対してどのようにやる

かという作業中でございまして、これが間もなくまとまる段階です。 

 プロジェクトチームについては昨年度発足しまして、もう既に何回か会議を開いております。

先ほど言ったように今後の日程につきまして、今現在中間報告という形で議員等にお示しする

今作業中でございますので、間もなくお示し、中間報告ですね、その他、ワークショップ等と

いうのはこちら来年度ですね、住民の意見を聞くのは来年度が最終年度なものですからそのと

きに住民等の意見を聞いてその意見を反映して来年度の、（「検討委員会つくるんですか」の

声あり）検討委員会はもうできております。（「できてる」の声あり）できております、昨年

度できてますので、ですから住民にある程度案を策定しないとお示しできないものですから、

案を示して、住民等の意見を入れて平成３１年に取りまとめということになっております。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  そういうことで進めていただきたいと思います。 
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 それに合わせて、現在の駅前周辺の課題なのですけれども、駅前の多目的広場、これもＪＲ

バス関東の土地を所有して整備を図ってきたところでございますが、あのままでは非常にもっ

たいないと思います。有効活用が求められます。あそこを活用して定期的なまちの駅、文字通

りまちの駅というようなことでフリーマーケットとか、定期的なトラック市、そういうものを

取り組んではいかがかなと思うのですがいかがでしょうか。これが１つ。 

 ２つ目は駅前の多目的広場にあるバス停、これは駅前の観光案内、そば店のところにぜひ移

動をお願いします。これが２つ目。 

 ３つ目は駅前のそば店の営業時間がこれまでよりも縮まって３時ぐらいでおしまいになって

いるのですか。あそこは観光案内所も兼ねておりますし、本当ならコンビニみたいなのがあっ

たほうがいいのですが、なかなか営業が難しいと思って、それはできないということでござい

ますので、いろいろな緊急対応の駆け込み相談所的な役割も果たしていると思いますので、で

きれば夕方まで稼働してもらいたいなと思うのですが、その辺の考え方お示しをいただきたい

と思います。 

○議長（沼田邦彦）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  ただいまの平塚議員の御質問にお答えします。 

 定期的なまちの駅的な利用ということでただいまの民間の団体を主体としましたＮＰＯ法人

によりまして、約２回ほど、まちの駅的なイベントをやっております。今後も継続してそちら

についてはやっていきたいと考えております。 

 そば店の観光案内につきましては、一応、観光協会のほうで直営で実施しているそば店とい

うことで、観光パンフレットなんかは置いておるのですけれども、実質的な観光案内はできて

いない状況であります。そちらについては今後検討していくべきものかと考えております。 

 最後にそば店、駅前の閉店時間なのですけれども、閉店時間につきましては、観光協会のほ

うの人件費のほうを精査したところ、長時間あそこでそば店を営業してしまうと支出のほうも

だいぶ多くなってきてしまうということで苦肉の策で時間を短くして対応しているというよう

なことは聞いておりますが、今後観光協会のほうにできれば閉店時間を戻していただければと

いうことで意見のほうは述べさせていただきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  市営バスのバス停につきましては、雨天のときの高校生な

どが支障をきたしているというお話もありましたので、そば店のところに移動も今現在検討し

ていますが、そば店の前に、かなりそば店利用の車が停まるので、非常に危ないという状況が

現在あります。その解消ができたときに移動を踏まえて考えたいと思っております。以上でご



平成30年第５回12月定例会 第３日 

－187－ 

ざいます。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  この件については最後に烏山駅北側の線路跡のところを市が取得し

てたいらや方面に道路整備をしてほしいということで長年私は要望しておりますが、これにつ

いては同じように進められるでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  今現在進めている立地適正化計画というのはこちらの計画

で、それがスタートラインということで、その計画が終わって今度初めて今度ハード事業のほ

うにいきますので、ハード事業は何かというと今の施設の整備とか道路の整備です。そうする

とそちらにいく前の今の段階なものですから、そちらの、最終的に交付金事業を導入してハー

ド事業をやらなくてはいけませんので、そのときの話になると思います。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  ぜひ前向きに進めていただきたいなと思います。 

 次に、これもこれまで私が何度も繰り返し質問してきた件でございますが、駅舎周辺整備が

進んだり、あるいはＪＲ烏山線の車両がアキュム車両に変わってもＪＲ烏山線そのものの利用

向上が本格的に進まなければこの路線そのものの存続が危ぶまれるものと考えます。 

 残念ながら現況ではこの１０年間、沿線乗降客の利用状況は同じように低迷して進んでいる

のではないかなというふうに思います。やはり、この利用向上に向けて官民を挙げたオール那

須烏山市体制の本格的な利用向上を図る必要があると考えます。 

 昨年度にも本市と高根沢町ＪＲ東日本大宮支社、栃木銀行等で構成するＪＲ烏山線沿線まち

づくり推進協議会が設置されておると思いますが、その活動、協議状況についても説明いただ

きたいと思います。 

 市当局はこのＪＲ烏山線の利用向上対策、ＪＲ烏山線の利用者の利便性確保についてどのよ

うに今対策を進められているのか説明をお願いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  まず最初にＪＲ烏山線の利用向上対策等についてお答えいたします。 

 ＪＲ烏山線は、通勤通学者や本市に来訪する観光客等の移動手段として欠かすことのできな

い重要な公共交通機関でございます。そのため、その存続に大きく影響をおよぼす利用者の増

加対策や、それにつながる市民の意識啓発というものが重要であると考えております。 

 利用向上対策としましては、ことしで１１回目の実施となりました那須烏山市民号、今回は

平塚議員そして沼田議長にも参加していただきありがとうございます。これを継続的に実施し

てまいりました。烏山線全体の利用数にとってみれば影響は少ないかもしれませんが、市民号
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を実施したことによる利用者数の増加に加え、参加者が烏山線の大切さを感じてもらうきっか

けづくりにも、参加者交互の交流などにもつながる事業であると考えております。 

 先日のマラソン大会の参加者の中には、ＪＲ大金駅が大会会場の近くにありますので、烏山

線を利用してきての参加者がいると聞いております。 

 ＪＲ東日本大宮支社に対しましては利用者の利便性の向上を図るため電子マネーであるＳｕ

ｉｃａの烏山線導入を毎年強く強く要望しているところでございます。このために本年は山あ

げ祭の特別列車のお出迎えにあたって議員の皆様にスイカの配布を手伝っていただき、本当に

ありがとうございました。市民の方々や観光客の皆さんにも、おいしいスイカをいただくよう

な、こういうおもてなしは初めてでしたと感謝をいただきました。 

 それで交流人口の拡大として利用者数の増加を図るために発足しましたＪＲ烏山線沿線まち

づくり推進協議会の取り組みや烏山高校の生徒に対する通学費補助も利用者増にはつながって

いると思います。 

 意識啓発の面では、市民号の実施のほか、職員が出張する際にＪＲ烏山線を今まで以上に利

用するため、回数券を事前購入し、職員に配布する仕組みを導入いたしました。これは、利用

向上対策として職員に対する意識啓発を促すとともに、市民の皆様に対しても利用向上を同時

に訴えるものでございます。 

 さらには烏山線アキュム絵画コンテストや、小さな駅の小さな写真展、烏山線スクール・ア

ート・ギャラリー展など、ＪＲ東日本大宮支社を初め、市民団体などさまざまな事業主体によ

る烏山線に親しむ取り組みが行われているところでございます。 

 利用向上が進まなければ路線そのものの存続が危うくなるということは御指摘のとおりであ

りますので、このような活動、またこれ以外に荒川南部の土地改良区のほうで川遊びのイベン

トがあるのですが、都市交流の中で。それも今回は烏山線を利用してもらって、宿泊ではない

という体験に変えております。これらの活動を継続的に行って烏山線の利用向上対策等を進め

てまいりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

 もう１つのほうは担当課長から答えてもらいます。 

○議長（沼田邦彦）  石川総合政策課長。 

○総合政策課長（石川 浩）  ＪＲ烏山線沿線まちづくり協議会の活動ということで平成

３０年度の活動内容になりますが、まず順不同になりますが、烏山高校生が企画した駅からハ

イキングということで１１月１８日に６４名の参加をいただいて那須烏山市内の駅からハイキ

ングを実施してございます。 

 また、高根沢高校とのプロモーションとしては現在プロモーション動画を作成中でございま

す。 
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 また官民共同ということで、広域マルシェというのの開催ということで６月１６日に高根沢

町の宝積寺駅前のちょっ蔵広場とＪＲ烏山駅前でカラセンめぐり市ということでそれぞれ

１５店舗、２３店舗の出店をいただきながらマルシェを開催してございます。そのほか、周遊

観光促進事業としましてカラセンめぐりポタリングということで自転車等のポタリングを２コ

ース行いまして、合計で約２００名弱の参加をいただいているところでございます。 

 地域間コラボレーションの地域商品づくりということで、現在、高根沢町等々と協議しなが

ら商品づくりを行っているところでございます。 

 また、ＳＮＳの発信ということで、写真展の募集をいたしまして、現在審査に入っているよ

うな状況でございます。以上です。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  まだまだ聞きたいことがあるのですが質問項目が終わらなくなって

しまうので、５番目に移りたいと思います。 

 国道・県道・市道を覆う隣接立ち木等の維持管理についてでございます。 

 まず、中山間地の本市公共道路（国道・県道・市道）側帯の隣接地に公有または民間所有の

倒木の恐れや交通事故の危険がある障害木が多く見受けられるところであります。 

 県内の自治体において民間所有の道路支障木について県に対応を求めたとこういう報道があ

りましたけれども、改めて本市の公共道路側帯隣接地からの支障木について適正な安全管理を

図るよう対策を求めるものであります。 

 異常気象で豪雨災害や台風の発生が頻発するこんにち、支障木除却対策を災害事前対策事業

として県土木と連携して実施できないか、実施していただきたいと思うのですが、御答弁をお

願いしたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  支障木対策についてお答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、国道や県道、市道を問わず道路上にはみ出している枝や倒木の危険が

ある支障木が見受けられ、通行上の安全や景観の面で、とても憂慮しているところであります。 

 市道につきましては、定期的に道路パトロールを実施しているほか、自治会や地域住民から

要請があった場合には、速やかに支障木や倒木等の状況を確認し、通行の安全確保、事故防止

のため、必要に応じて伐採等を実施しているところであります。 

 また、特に交通量の多い、国、県道につきましては、事故の危険性も高いことから、これら

の支障木の伐採について、道路管理者であります烏山土木事務所に要望等を行っており、順次

対応していただいているところであります。 

 なお、私有地の樹木は所有者が管理することが大前提でありますので、現時点において、直
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接、通行に影響を及ぼしていない樹木については、市や県が災害の事前対策として伐採するこ

とは困難であると考えております。 

 今後とも、烏山土木事務所や自治会などの御協力をいただきながら、道路通行の安全確保、

事故防止に努めてまいりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  なかなか理解できないところなのですが、これは民法２３３条があ

りまして、竹林の枝の切除については簡単にいうと境界線を超えるものについては所有者が枝

を切ることが原則ですよね。それはほかの人は勝手に切れないのです。隣接地の根っこの部分

については境界を超えたものは切除できるというふうになっているそうです。これについても

実際はそういっても、なかなか何ていうか、田舎のほうの県道、市道をいきますと、本当に危

ない木がいっぱいありまして、台風とか災害のときに倒れたりしているのが実状なのですよ。

だからこれを前もってこの対策を図ってもらいたいと思うのですが、災害防止ということでこ

の対策が図れないかどうかその辺もう一度御答弁をお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  先ほど平塚議員が言ったように民法の規定でなかなかでき

ない面がありますので、事前防止ということではできないのが現状でございます。危ないとい

うの、何というか、客観的な事実がわからないものですから、現実的にただ危ないのは、今回

も補正でいただいていますけれども、事前に伐採している箇所もございますので、その辺の一

応努力は認めてください。（「はい」の声あり） 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  次、和の道の話です。県道２７号那須・黒羽・茂木線の小原沢地内

の桜並木の安全対策と適切な維持管理を求めます。 

 和の道は主要地方道那須・黒羽・茂木線の茂木町牧野地区と本市小原沢地区を結ぶ全長

１７.５メートルの県道でありまして、昭和４２年に開通しました。 

 この道路開通を記念して昭和４３年に千数百本の桜の木が和の道の沿道に植樹されて、こと

しでちょうど５０年目を経過しております。季節になりますと桜並木のトンネル観光名所とし

てこれまで誇ってまいりましたが、近年桜の木が老木となり、幹が枯れるものや枝が折れたり

して交通の妨げになり、事故の危険性のあるものも出てきております。 

 この和の道の桜並木の倒木や枝の落下等で人身事故など重大な問題が発生しないように和の

道小原沢地内の桜並木の安全対策と適切な維持管理を図っていただきたいと思いますが答弁を

求めます。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 
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○市長（川俣純子）  和の道小原沢地内の桜並木の安全対策についてお答えいたします。 

 議員御質問の主要地方道那須・黒羽・茂木線の桜並木につきましては、これまでも境地区の

市政懇談会等において、御質問をいただいておりますが、この桜並木は、誰がどのように植栽

したかなど詳しい経緯がわからず管理者が不明な状況であります。 

 しかし、実情として道路に枯れた枝が落ちるなど、通行に支障をきたしていることから、道

路管理者であります烏山土木事務所において落下の危険のある枝打ち等を実施していただいて

おります。 

 現在も、まだ倒木の危険性がある桜の枝がありますので、これらの対応につきましても、引

き続き烏山土木事務所に要望してまいりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  言いたいことが山ほどあるのですがいいです。 

 最後に烏山城築城６００年記念イベントを実施してという質問でございます。 

 烏山城築城６００年事業を実施されました実行委員長を努められました川俣市長、この事業

の総括をどのように捉えているのか伺うものであります。 

 またこの取り組みを一過性のものとすることなく、烏山城が国史跡に指定されるまで市民ぐ

るみで盛り上げていくためにもこの事業を総括し、生かして今後の取り組みや課題について取

り組みを伺うものであります。 

 特に平成３２年には烏山城の国の史跡申請に向けた対策及び烏山城のこれまで行ってきた確

認調査を踏まえ現在進めている調査内容、今後烏山城確認調査の方針や予定スケジュール等が

定まっておればお示しいただきたいと思いますが、さらに烏山城の魅力を生かした観光振興や

烏山学を学んでおられる烏山高校生及び本市小中学生の教育に生かす方策についてもお考えが

あれば御答弁をお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  烏山城築城６００年記念事業の総括とそれらを生かした今後の取り組

み・課題についてお答えします。 

 烏山城築城６００年記念事業につきましては、１０月１４日のイベント当日は天候にも恵ま

れ、烏山高等学校金井キャンパス体育館の記念イベントに約１,０００名、烏山城跡の見学に

約５００名、商工会まつりに約５,０００名の人出がございました。 

 また多くの議員の皆様にも御参加いただきまして、どうもありがとうございます。 

 商工会まつりや烏山線沿線桜並木鉄道大作戦による小学生絵画の表彰式等を同時に開催でき

たことから、春風亭昇太師匠や山城が好きな方以外にも足を運んでいただき、烏山城跡や山城

の魅力、価値を知っていただける機会となり、文化や観光の振興による地域活性化の一助にも
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なったと確信しております。 

 また、記念イベントの前日となる１０月１３日には、前夜祭として花火大会を実施したほか、

記念イベント当日には、烏山市街地における観光客の周遊とにぎわいの創出を図るため、烏山

城にゆかりのある天性寺・泉渓寺・寿亀山神社・宮原八幡宮の４寺社を巡る特別企画「御朱印

巡り」を開催し好評を博したところでございます。 

 今後におきましても、まちなか観光ネットワークにおける貴重な観光ルートの１つとして、

観光振興に積極的に活用してまいりたいと考えております。 

 なお、烏山城跡につきましては、３月議会で答弁しましたとおり、現在、国史跡の指定を目

指し、調査・研究を進めているところでございます。遺跡を傷めることなく保存し、活用して

いくために、史跡指定の後、烏山城跡保存活用計画を策定し、その中で活用方法について方針

を示した上で具体的な活用を図っていくことが必要となります。 

 また、課題としましては、烏山城を案内するガイドが少ないことが挙げられています。この

ため、今後はガイドの養成や見学会の実施のほか、市内小中学校や高等学校の郊外活動におけ

る烏山城の利活用などを検討してまいりたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願

い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  特にこの記念講演は私非常に感動したのですけれども、春風亭昇太

師匠が重大な提案というか、ポイントというか、それを挙げておりましたが、たいがい日本の

城というと天守閣をみんな想像するのだそうですけれども、日本にある３万数千のお城が残っ

ていますが、古代から近代までのお城のなかで天守閣があるというのは本当にもう１００ペー

ジのうちの最後の１ページだと。がいわゆる戦国時代につくられたのがほとんどで、城という

のが土に成るって書きますよね。これはまさに土を削って、あるいは盛りたてて敵の侵入を防

ぐ。これがお城の役割だとこういうことだそうです。そういう意味でこの烏山城はまったく戦

国時代のお城そのものが手付かずで残っていると、これは国の史跡に値するすばらしい城だと

いうおほめの言葉。２つ目は地権者の御理解と御協力のもとに貴重な文化遺産として残してほ

しいとこういうようなお話しだったと私は記憶しております。ぜひとも確認調査、先ほど答弁

なかったのですが、これから国の史跡指定に向けて進めていただきたいなと思います。 

 唐沢山城につきましては、『戦国唐沢山城』という本をつくって教育委員会で各学校や図書

館とかさまざまなところで機運を盛り上げたというふうにされておりますので、我が烏山城に

つきましても確認調査のやつの、調査内容の冊子をつくって教育の場でも市民のさまざまな場

で生かしながら盛り上げて国の史跡の指定を受けられるようにお願いしたいと思います。以上

で質問を終わります。 
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○議長（沼田邦彦）  以上で１７番平塚議員の一般質問は終了いたしました。 

 ここで暫時休憩いたします。再開を午後１時４０分といたします。 

休憩 午後 １時２８分 

 

再開 午後 １時３９分 

○議長（沼田邦彦）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 通告に基づき１２番渋井由放議員の発言を許します。 

 １２番渋井議員。 

〔１２番 渋井由放 登壇〕 

○１２番（渋井由放）  皆さん、こんにちは。１２番渋井由放でございます。傍聴席には多

くの皆様にお越しをいただいております。ありがとうございます。 

 本日の質問は４点を挙げさせていただいております。１点目は未利用地の有効利用といいま

すか、利用について。２番目が環境基本計画の推進状況について。そして３番目が職員駐車場

について。４番目が防災減災についてということでございます。質問席で質問をさせていただ

きますので、執行部におきましては明快なる答弁をお願いを申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  それでは１点目の未利用地の有効とはいわないので、利用について

でございます。 

 那須烏山市のホームページを見ますと、市有財産の土地建物の売り払いについての項目がご

ざいます。それは１から６までございますが、それ以上に未利用の土地があるのではないかと

推測をするところでございます。 

 市が保有する未利用地の土地がはっきり示されていないというのは、財政にとっても不利で

はないかとこのように思うわけでございます。いったい何箇所ぐらいあって、何平米あるのか、

精査をした上でお答えをいただければありがたいとこのように思います。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  未利用地の利用についてお答えいたします。 

 現在、普通財産として本市が所有している未利用地は、烏山地区におきましては１７箇所、

２万３,５２６.６５平方メートル、南那須地区におきましては４箇所、８,４４８.１７平方メ

ートル、全体で２１箇所３万１,９７４.８２平方メートルでございます。 

 このうちの一部は地域の道路として利用されているものや、形状等から今後の利活用が困難

なものもありますが、民間の利活用が可能な未利用地につきましては、原則、不動産鑑定評価

を実施し、市ホームページや広報お知らせ版等を活用した公売を基本に進めております。 
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 昨今の不動産市況の冷え込みも影響していて、なかなか売却が進まないのが現状であります

が、未利用地の公売及び賃貸借についての引き合いもありますので、自主財源確保の観点から、

相手方の利用計画等を確認し、未利用地の利活用として適していると判断できる場合は、公売

もしくは賃貸借を進めてまいりたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願い申し上

げます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  結構まとまった土地なのかなと思います。道路になっているという

のは意味がよく理解できないところがあるのですけれども、それは何か民間のところへ行くた

めに道路として使用をさせてくれとこんなようなことなのでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  今回出している数字につきましては、本当にさまざまな形態にな

っておりまして、民間に行くところの道路の一部に使っているところ、あとは道路状況によっ

て進入ができないような土地とか、そういうところが全部含まれた数字でございます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  よくわからないのですが、そういうのは貸してるわけではないとい

うことなのでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  進入地として貸しているところもございます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  そういうのは利用しているというふうに言うのかなと思いますが、

それはさておき、貸しているならばそういうのは利用していると。私なんかがぱっと思うのが、

もしかするとと思うのですが、昔あすなろ作業所さんというのが野上のほうにありまして、あ

そこはなかなかいい土地かなと思っているのですが、多分あれがこういうふうに有効利用のと

ころに出てこないという、土地の売り払いに出てこないということは道路改良でも考えている

のかなと思っているところなのですけれども、それについてはいかがですか。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  確かにあそこ、１,０００平米と大きい土地が、まとまった土地

がありますが、そこに接続している道路が狭くて公売なかなか難しいかなということでうちの

ほうでは今のところ公売には出していない状況でございます。問い合わせがあればそちらのほ

うは売却のほうにも応じる方針ではいます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  道路改良だとかそういう計画はないというようなことでございまし
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ょうかね。 

 それで、先ほど言いましたように１から６まであるのだって、こういうふうにこれなのです

が、６は空白なのですよ。だから実際は１から５までなのかなと思うのです。６って何でこの

空白になっているか、その辺ちょっと多分ただ６って書いてあるとこういうことですか。何か、

資産が見えないので。私、平成２７年の９月、３年３カ月前ですね、ステルス資産というのが

あるのではないかと、Ｆ－３５はステルス戦闘機ということで１兆円かけて購入をするとこん

なような話が出ていますが、うちのほうは土地をわざわざ見せないでおいてというようなステ

ルス資産であってはならないと私はそのように思うのですけれども、言ってから３年３カ月で

すから。たった２年と２カ月でという歌がありますが、３年３カ月たてばその辺はしっかりや

ってもらって、売れるものは売る、貸せるものは貸す。こういうことをやった上で、税収が足

らないのだとか、なかなか予算が難しいのだとか言う前に、やるべきことがあるのではないか

と。私はそういうふうに思うのですが、その点について再度同じような答えになるのかもしれ

ませんけれども、市長いかがですか。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  私も議員時代にこの土地を、まだ借地をなぜしているのかと質問した

経緯もありますので、それは今のところどうにか返したり自分のところできちんと購入するの

かを決定していきたいなと今考えております。 

 利用をしていないところはなるべくでしたら売却できたらありがたいのですが、なかなか買

い手が見つからないというのが現状でありますので、もう少しお時間をいただいて検討させて

いただきたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  もちろん、土地というのは生産できないもので、その場所場所で値

段も定価があるわけではありませんから、売れないというのもよくよく理解するところなので

す。 

 ただ、見せていないで土地あるのですけれども、では絶対売れないと。わざわざ恥ずかしい

んだって隠しているわけではないと思うので、しっかりとその辺の情報を出すということが必

要だと。これ、世の中の常識だと私はこういうふうに思います。 

 それで、今度はこれが事業用地の御案内ということで、商工観光課の商工振興グループさん

がつくったものなのです。これは個人の土地なんかもあります。個人の土地しかないのかな。

そうすると、市長こういうものです、近いから。そうすると、このいろいろな内容がこの中に

ぎっしり詰まっているのです。こういう写真を付けて。我が市の土地の売り払いというのはこ

んなようなものなのです。土地を売ろうという気が、不動産屋さんが、同僚議員の中にもいま
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すけれども、例えば間取りだったり、水道につながっているとか、下水道につながっていると

か、こうこうこうだよという説明もこういう今の情報の社会ですから、こういうような写真な

んかも付けたり、そういう努力といいますか、民間では当たり前の努力なのですが、こういう

ところをしっかりして、多くの人に見ていただいて少しでも有効利用を図るというようなこと

が必要なのではないのかなと思うのですが、これについて市長いかがですか。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  せっかくいい案を出していただきましたので、それを活用できるよう

庁内で図っていきたいと思っております。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  いい案でも何でもないのです。世の中の常識ですから、世の中の常

識ある、何というのですか、土地の売り方、土地の貸し方というのを役所目線でそういうとこ

ろをやろうという形、だから売れないのだとはいいませんよ、土地を売るというのは本当に大

変なことなので。しっかりとした情報を、庁内でもしっかりと対応して、貸すなり売るなりす

るというような形にしていただければ少しでも何ていうのでしょう、財政、幾らでもないにし

ても財政にとってプラスになるのかなというふうに思います。 

 もう一つ同僚議員にちょっと前に話ししましたけれども、駅前の土地について、立地適正化

計画をつくって進めていくんだと。同僚議員もあそこを有効に利用したほうがいいだろうとこ

ういうふうに思うのですが、素朴な疑問なのですけれども、現在は土地開発基金であれを買っ

て持ってるような感じなんだと思うのです。多目的広場というかふれあい広場というような形

になっているとすれば、７,３００万円だかなんかそこらだったような気がしますが、基金に

繰り戻すというのがその後工事もやっていますし、当たり前なのではないのかなあとこういう

ふうに思うのですけれども、その辺についてはいかがでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  石川総合政策課長。 

○総合政策課長（石川 浩）  駅前の広場につきましては土地代として６,１５７万

１,０００円土地開発基金で所有してございます。面積で３,１５９平米でございます。事業計

画いわゆる駅前のＪＲの広場の利用が確定した段階で一般会計で買い戻すということになって

おります。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  じゃあそれは確実にお願いをしたいというふうに思います。なぜか

というと、私が前の監査委員のときに、土地開発基金で土地があったので、これは一体どうい

う土地なのって聞いたら、道路ですというのですよ。一般会計でというか、買い戻してという

か、繰り延べしないといつまでも開発基金のままになってしまうので、その辺はしっかりとお
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願いをしたいと思います。 

 あとは、市長からも出ましたように当市は多くの土地を借りているのです。同僚議員がやは

り質問をしましたけれども、南那須の武道館の跡地、あれは分筆するのかどうか知りませんけ

れども解体したら速やかに返すということになっていると思うのですが、あそこはどうも謄本

をとって、公図をとってみますと、通行するというか、行く道がないところなのです。多分返

されても、利用そのものができない。こういう長年借りて、ああ、返すわとそういうことでは

返された人も困るのではないのかなと思うのです。 

 通行ができるような権利といいますか、地役権というのを付けて返さないとだめなのではな

いのかなと、これは余計なお世話なのですが、後でそういう意味ではその辺は話し合いをして

もらったらどうなのかなと思うのですが、その点についてはいかがですか。 

○議長（沼田邦彦）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  議員御指摘のとおりかと思いますので、地権者の方とよく相

談をしたいというふうに思います。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  それでは１番の未利用地の本当は有効利用と書きたかったんですが、

利用についてと、なかなか有効というまではいかないのかなと思いながらやらせていただきま

した。 

 次は、環境基本計画の推進についてというところへいきたいと思っております。 

 ９月の一般質問で、一般的には熱回収施設というのが言い方なのですが、当市では広域でつ

くるわけなのですが、単なる焼却炉だというような熱回収施設までいかないんだと、なぜかと

いうと、２４時間中１６時間しか燃されないからだとこんなようなことなのかなと思うのです。 

 産業廃棄物の処理が可能であるかという質問をさせていただきました。それでは、当市の関

係機関や当市みずから産業廃棄物どれほど出しているのだというのを把握をしなければいけな

いのかなというふうに考えて質問する次第なのですけれども、当市及び関係機関が出している

産業廃棄物はどのように処理されているのか。また、数量等がわかればお示しいただければあ

りがたいとこのように思います。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  当市及び関係機関が出している産業廃棄物の処理についてお答えいた

します。 

 本市及び関係機関から排出される産業廃棄物は、大きく分けると医療系廃棄物、排水処理槽

汚泥、下水道汚泥、不法投棄ごみ等の処理困難物の４種になります。 

 まず、１つ目の医療系廃棄物につきましては、市で実施する予防接種や各種検診、市の診療
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所などから排出される使用済み注射器や薬剤アンプル、血液等が付着した機材類であり、産業

廃棄物のうち感染性産業廃棄物として特別管理産業廃棄物に分類されているものです。 

 この特別管理産業廃棄物は、排出から処理が行われるまで、特に注意が必要で、一般的な産

業廃棄物とは別に処理基準が定められており、処理に関しては、専門処理業者と委託契約を締

結し、適正に処理を行っております。また、排出された産業廃棄物が適正に処理されているこ

とを確認するため、その都度電子マニフェストシステムにより報告を受けております。 

 ２つ目の排水処理槽汚泥につきましては、学校給食センターから排出される汚泥であります。

これは給食をつくる段階で発生する野菜くずや給食の食べ残しをディスポーザーで粉砕し、排

水処理槽で生物処理された後、うわ水は下水に流しますが、沈殿した汚泥は産業廃棄物として

委託先の処理業者が収集し、処理を行っております。 

 ３つ目の下水道汚泥につきましては、下水管理者がみずから行う場合は、下水道法が適用さ

れ、廃棄物処理法の適用外となりますが、下水処理により生成された汚泥を濃縮して絞った物

といわれるいわゆる脱水ケーキを処分する際には、廃棄物処理法が適用となります。その際は、

許可を受けた処理業者と委託契約を締結して処理を行っております。 

 ４つ目の処理困難物につきましては、市内に不法投棄されていたごみを廃棄物監視員が回収

したものであります。この中で、保健衛生センターでは処理ができない廃タイヤや廃プラスチ

ック類などを、年１～２回、処理業者に委託し、産業廃棄物として処理を行っております。 

 また、関係機関が排出する産業廃棄物につきましては、南那須地区広域行政事務組合の医療

系廃棄物になります。処理に関しましては、消防署から排出される医療系廃棄物は少量であり

ますので、那須南病院から排出される医療系廃棄物と併せて、契約を締結した専門処理業者に

委託して適正に処理が行われております。 

 以上のとおり、排出される廃棄物の区分に従い、適正に処理を行っておりますので御理解賜

りますようお願い申し上げます。 

 済みません、数量は関係課のほうに答えてもらいます。（「はい、大丈夫です、なければな

いで」の声あり） 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  さまざまな廃棄物が我が市または我が市の関連から出ているという

ことで、本来であれば廃棄物の処理及び清掃に関する法律ということの趣旨からいえば、みず

から処理できるのであればみずから処理を行うというのが基本なのかなと思いますけれども、

環境課長その辺の認識は間違いありませんか。 

○議長（沼田邦彦）  小林環境課長。 

○環境課長（小林貞大）  廃棄物につきましては事業所みずから処理するというふうな規定
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になってございます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  それができない場合は委託をするとこういうことになっているとい

うことでよろしいですか。 

○議長（沼田邦彦）  小林環境課長。 

○環境課長（小林貞大）  はい、議員のおっしゃる通りでございます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  そうしますと、８時間も空いている、みずからつくった熱回収施設

といいますか、焼却炉があるということであれば、みずから処理ができるとそれはいろいろな

問題がありますよ、許可とかそういう問題もありますが、それについては理にかなったことだ

と、いろいろな反対だ賛成だとそういうのは別ですよ、理にかなったことだというふうに思い

ますか、環境課長。 

○議長（沼田邦彦）  小林環境課長。 

○環境課長（小林貞大）  今の広域でつくっています炉につきましては、当初から２４時間

燃やすために設計されておりませんので、本来、急いでたくさんのごみが集まるときは２４時

間回すこともあるのですが、通常では運転してございませんので、今議員がおっしゃるように

フルで２４時間できるかにつきましては今その情報を持っておりません。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  ちょっとかみ合わなくて申し訳なかったですね。まず、こういう産

廃の、さまざまな産廃がありますね、許可を取れば産業廃棄物の許可というのは県が出すのか

なと思うのですけれども、取ればみずからの炉で処理ができるということでよろしいでしょう

か。 

○議長（沼田邦彦）  小林環境課長。 

○環境課長（小林貞大）  それぞれの廃棄物につきまして適正に処理できる炉であるという

申請が通れば焼却することは法律上可能になると思います。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  焼却炉ですから熱でどんどん燃して何ていうのでしょうか、完全に

残渣ぐらいしか残らないものですから、特別な薬でもって処理をするんだとか、そういうもの

ではないので、ごく当たり前にできるのかなと思うのです。 

 まず、必要だからつくるのですが、さまざまな問題で２４時間運転できない、それが当たり

前なのだというのでは私としてはちょっと納得がいかないと。なぜならば、普通の民間企業で

あれば、民間企業と例えては市のごみ処理はあれかもしれないけれども、もし空いていれば何
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かそこでお金を出さなくて済む方法を、自分が出しているのならばお金を出さないで済む方法

にうまく利用ができないかとか、何ならば、他から持ってきてお金をいただこうかとか、それ

によってコストダウンが図れるのではないのかというふうに考えるのが一般的かなと思うので

す。ただ、医療廃棄物とかそういうことになると、感染性があってどうのこうのと、市長はも

ともと歯医者さんだったんで、私は歯医者さんはわかりませんけれども、注射なんか歯医者さ

んでも打つことはありますか。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  あります。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  そうすると、医療廃棄物というのが何ものかというのはよく御理解

いただいているのかなと思うのです。それはしっかり管理して、箱かなんかへ入って、管理を

してためておいて、業者さんに渡すとこんなことなのかなと思うのですね。その業者が自分の

ところだよということについて、違和感は感じますか。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  どの辺の違和感かよくわからないのですが。（「いや、広域へ出すの

に、許可が取れれば広域でやってくれるときに違和感を感じますか」の声あり）いや、無理だ

と思います。相当管理が大変で書類何枚も書かされて、毎年更新をして、現地の書類まで写真

まで付けてこういうところにこのような処分をします、何時間かけていますというすごい書類

を書かされてやっと認可が下りているところにしか出すことが医療廃棄物はできないので、う

ちのほうの焼却炉で受け入れますというのはなかなか許可を取るのは難しいのかなと思います。 

 うちの、私どもので、県内には全然出していません。受け入れてくれる焼却施設がなかった

ので、かなり遠くに、それも２回ぐらい変わって、その焼却施設はだめだと言われて変更する

のもまたすごい大変な思いをしてこの辺の地域の方も処理はしておりますので、なかなか簡単

に許可が取れるとは私自身は思っておりません。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  簡単に許可が取れないので、非常に高いのですよね。それで、我が

市はなかなか税収が上がらないとか、さまざまなジレンマの中、８時間も空く、これほど大き

い焼却炉で処理することはないと思うのですが、市長が目指す標準財政規模の市をつくるため

には今までと同じようなことをやっていてはなかなかいかないのではないのかなと私は心配を

するところなのです。 

 覚悟と責任と対話というそういう旗を掲げてこの那須烏山市を一歩前進させていこうという

ことになりますと、今までと同じことをやっていては、同じくお金がかかってしまうと。ここ
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いら辺で、しっかりと今までの固定観念を打破して、一歩前進するというところがないと、だ

めだというふうに私は思うのです。 

 聞く話によりますと、約７０億円を、どこからどこまでの整備かはわからないのですが、ざ

っと７０億円かかるという焼却炉を初め、処理施設ですね。そういう中にあって、これからど

んどん人口減少をする、そうすると当然のごとく、ごみは多分減っていけば減ると、８時間が

今は当初は８時間の計画ですが、８時間からじわじわと減っていって、１万５,０００～

６,０００人になっちゃうんだよと、那珂川町と一緒ですけれども、当然ね。我が市は１万

５,０００～６,０００人になってしまうのだよといったらね。これ燃すときがないのではない

かというような気がするのです。そうするとこういう施設をつくって、将来にわたってこれ何

十年使うかわかりませんけれども、一本で運転するということがどこかの時点でできるかもし

れませんけれども、そうじゃなくて、どっちかというとこういう施設無駄なのだけれども、そ

の無駄を利用して、理にかなう仕事をするんだというような医療廃棄物というのは難しいので

あれば、木くずでも廃プラでも何でもそういうようなものをやるんだというような、市または

その市の関係の方がやれば、そんなに難しい許可ではないのかなと思うのですけれども。市長

の覚悟をちょっとお話していただければと思うのですけれども。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  確かに収益としてはいい話かもしれませんが、かなり医療廃棄物とい

うのは取り扱い自体が難しいものだと思います。また、焼却炉の話になっておりますので、こ

れは広域のほうの問題だと思いますので、皆さん議員の方々から市民の方々も興味はあると思

いますし、大切なことだと思いますがこの場で私の返事ができるものではないと思いますので、

御返事のほうは今回はできないと思います。申し訳ありません。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  広域の問題なので。ただ那須烏山市としては、約６割のお金を負担

をしていると。その６割の負担は大変なもんだと。この考え方一つによって、医療廃棄物とい

うのはたまたまうちのほうで出しているだけで、例えば建設業関係だと伐採した木は多分木く

ずという分類になるのかなあと思うのですけれども、そのほかに廃プラスチック類とか、ゴム

くずとか、そういうのもあります。合成ゴムというか、タイヤでも多分タイヤなんかは廃プラ

スチック類ということになるのかなと思うので、その辺をしっかりとつくったって何したって

やらなきゃしょうがないのですが、それが負の遺産にならないようにしっかり法律で問題がな

いというようなことであれば、進めていくということが責務ではないのかなと、責任ではない

のかなというふうに私は思うのです。 

 再度確認をさせていただきたいと思うのですが、市または関連の団体が産業廃棄物をみずか



平成30年第５回12月定例会 第３日 

－202－ 

ら処理をすると、また処理ができるということについては、法律上何ら問題がないとこういう

ことでよろしいですか、環境課長。 

○議長（沼田邦彦）  小林環境課長。 

○環境課長（小林貞大）  法律上は合わせてすることができるという形にはなっているので

すが、実際の実例としては今までそういったものを合わせてやっていたところに関して適用が

あるみたいで、新たにということは余り全国的にないようでございます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  全国的にないから、固定観念を打破して、何とか少しでもお金がか

からないような方法というのを見出してもらいたいとお願いをして、できれば一歩進めて難し

いというのは、できないということではないというふうに思っておりますので、その辺調査研

究をしていただきたいなと思って次の質問に入らせていただきたいと思います。 

 続きましては職員駐車場について伺いたいと思います。皆さんにはお話しをさせていただい

ておりますが、平成２９年の９月の定例会、やっぱり３年３カ月前なのですけれども、職員駐

車場の有料化についてということで一般質問をさせていただいておるところです。 

 さまざまな観点から、課題を整理して対応を検討していただけるというような答弁になりま

したけれども、これは相手がいることなので、すぐすぐどうのこうのということはないとは当

然思っておりますが、今まで対応していただいたプロセスや今後の進め方、そういうことにつ

いて例えば現在残っている課題というのはこういう課題があるのだよとかというようなお答え

をいただければなと思いますが、よろしくお願いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  職員駐車場についてお答えいたします。 

 平成２７年の第５回定例会の一般質問においてですかね。（「そうですね、ごめんなさい

ね」の声あり）渋井議員より、駐車場の有料化について提案がありました。現在のところは有

料化に向けて具体的な調整はしておりません。県内近隣の市町への調査を行ったところ、新庁

舎の建設にあわせて有料としているところが多く、またうちのほうは砂利の場所が多く、整備

もされていませんので、今後は近隣市町の対応を参考にしながら、引き続きその対応について

検討はしていきたいと思いますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  この前同僚議員がラスパイレス指数の話をしまして、１００はいっ

ていないよというのが副市長のお話しでございました。 

 なかなか、自主財源が乏しく、非常に厳しい財政状況でございますけれども、職員の皆様は

それなりの、言い方が失礼だったら訂正しますが、他の市町村と比べてもさほど差がない給料
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をいただいているということです。本来であれば公共交通機関があれば公共交通機関で通えば

駐車場の問題はないのですけれども、うちのほうは公共交通機関も余り整備されていないので、

来てもらうのには当然駐車場がないと職業にならないんだという話になるのはもっともだと、

私もこういうふうに思うのです。ただ、一部は民間の土地を借りてやっているところがある。

あとは、市の場合は固定資産税というのは取られませんから、買ったものに関しては。民間の

場合は使っても使っていなくても、固定資産税は取られるわけなのです。そういう中にあって、

これは職員組合さんとよくよく話をしていただいて、収入アップに努めていただいたらいいの

ではないかということでの提案なのです。 

 新庁舎ができて整備するとその分の支出がかかるので、その辺は検討をするかもということ

なのでしょうけれども、我が市の財政状況、いや予算がなかなか大変なのですよと、収入がな

いので、いろいろなものを閉鎖して、言い方が悪いですけどサービスの低下を市民の皆様に御

理解をいただくのですよということであれば、職員の皆様にも少し御理解をいただいて、こう

いうところを対応していただくというような、厳しい言い方かもしれませんけれども、我が市

の身の丈に合った考え方ではないのかなとこういうふうに思うのですけれども、これについて

はいかがですか。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  これから那須烏山市を担う優秀な職員に来ていただくためには職

場環境等も整備しなくてはならないということでありまして、事業主としてはこうした公共交

通機関が発達していない地域で車がどうしても必要な地域の勤務先でありますと、駐車場の確

保というのもやっぱり考えていかなくてはならないのかと考えております。 

 議員がおっしゃるとおりに、少しでもそういった市の財政のことも考慮しろということでご

ざいますので、その辺は今後組合と協議を進めてまいりたいと考えております。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  これは相手がいることで、またモチベーションが下がるということ

でも困りますが、やはり市民の皆様の中に、全てとは言いませんよ、一等地を駐車場にして、

また下手したら借りている土地が駐車場だと、そういう中にあっては職員組合の皆さんとよく

よく協議して財政がひっ迫していてもうサービスが低下するのだという中にあってはしっかり

と対話をしていただいて、この市の内情、職員の皆様が一番よくよくわかっているのかなと思

いますので、ぜひ、その辺、どのぐらいのスパンで一応協議するとかって言っていただければ

ありがたいなと思うのですが、いかがですか。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  平成２７年に前担当のほうではいろいろ協議して結果現在まで変
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わっていないということがございます。私もあと１年、退職まであるので、それまでには結論

がでるといいなと考えていますが、なるべく早めに結果が出るように努力したいと考えており

ます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  １度か２度は職員組合の皆様とお話しぐらいはしていただきたいの

ですよ。そのまま、話は聞いて終わってしまったのだというよりは、話をした、と。結局税収

が少ない、それでこれからどんどんサービスも低下するのだというようなことは市民の皆様よ

り職員の皆様のほうがよほどわかっているのだと思うのですよ。だからそういう中で先ほどの

環境基本計画推進についてもそうですけれども、今までと同じというのがはたまた通用をして

いかないのだというような認識にならないと、私はこの市が将来危ういのではないのかなと思

うのです。 

 職員の皆様も、我々議員ももちろんですが、市民の皆様もしっかり危機感をもって突破をし

ていくと、そのためには努力を惜しまないという覚悟でお願いをしたいと思います。 

 次には４番の防災減災につきまして御答弁を願いたいと思いますけれども、前々から話をい

ろいろさせていただいているのですが、ハザードマップが、市の方はこれからなのかもしれま

せんが、荒川水系とか、那珂川水系あと箒川水系なんていうのもあるのですが、このハザード

マップができあがっております。 

 それで、市民の皆さんにまずは逃げてもらうのだという、逃げおくれゼロということからス

タートをしているわけでございますが、洪水の想定区域が出ております。そういうところがま

ず洪水に襲われたと仮に仮定しますと、次は、次なるは復旧だというふうになるのかなと思う

のです。私が前から危惧しているのは水道、ライフラインのですね。下水道、ライフライン。

道路なんかは変な話ですけれども建設屋さんと防災協定を結んで、結構台風には慣れているか

なと思うのですが、そういうのを含めて、復旧にどのぐらいかかるのか。また、どんなところ

が水没をしてしまうのだろう、また浸水をしてしまうのだろう、その辺について御答弁をお願

いしたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  防災減災についてお答えいたします。 

 国管理河川である那珂川及び県管理河川である荒川において、想定される最大規模の降雨が

発生した場合、本市及び関係機関の施設は１６箇所が浸水被害に遭うと想定されております。 

 浸水被害からの復旧につきましては、本市は浸水継続時間が最長でも７２時間と想定される

ことから、その後からの復旧対応となります。各施設の具体的な復旧に要する期間につきまし

ては、各施設の復旧計画等が未作成のため現段階で申し上げることはできませんが、今後、各
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施設の管理者と連携しながら作成を進めてまいりたいと考えておりますので、御理解賜ります

ようお願いを申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  まだ未作成だということなのですが、私が一番問題にしているのは

前回ちょっとお話しをさせていただきましたけれども、烏山の下水道の終末処理場だと。あの

ときの答弁では、１０メートルだと。じゃあ１０メートルはどの位置にくるのでしょう、とて

もとても印をつける場合じゃないですね水没してしまってと。こういうふうに言ったのを覚え

ていらっしゃるかと思うのですけれども。これからそれを復旧させるというようなことになり

ますと、完全に１０メートル水没したということになりますと、ちょっくらとは復旧できない

のではないのかなと思うのですが、上下水道課長いかがですか。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤上下水道課長。 

○上下水道課長（佐藤光明）  今渋井議員のおっしゃられましたとおり、千年先の予想を見

ますとかなりすごい雨が降るということで、２０メートル水没してしまうということなもので

すから、まず、河川のほうがどうなるかという状況も見えておりませんし、復旧には相当の時

間と経費が要するものと思われますので、どの程度の被害が発生するかということもなかなか

想定できませんので、どのぐらいかかるとかいうのは今申し上げることができないという状況

でございます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  千年に１回のサイクルとこういうふうなお話が今出ましたが、実は

もし見ている方がいればですけれども、ＮＨＫのテレビで海水温の上昇とそれによってどのぐ

らいの降雨が発生するのだということで、スーパーコンピューターで予想して、どの辺に集中

的に雨が降るのだというのがやっていまして、蓮舫さんだかスーパーコンピューター２位じゃ

だめなのですかとかというようなことがありましたが、今はもう演算スピードが早くて雲が湧

き上がって偏西風にのって日本列島を襲ってという中に、７０年後ぐらいの想定で、ですから

今からいうと２０８８年ぐらいになりますか。そうするとちょうど、那須烏山市、那珂川町と

か昔の黒羽町あたりが赤い点が付いているのですよ。それで、かなりの集中豪雨が予想される

ということなのです。 

 前にも西日本豪雨のときにまるでコンピューターの予想したとおりだと、こんなことなので

すけれども、とにかく向田には荒川、江川、当然那珂川本流、そして非常に狭くなっているの

であそこにどんどんどんどんたまっていって、入ってくる量が出る量マイナスとしていけば最

大２０メートルとこういうことになって、江川の上流にどんどんどんどん伸びていって、下水

道の処理場は水没すると。そうしますと、そういうふうになったときには今課長がお話しした
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ように、河川は上からどんどんどんどん砂利なんかが流れてきて河床が上がってしまえば水は

そこまで流していけないので、そういうことも勘案すると一口で復旧すぐできますよとは言え

ないのだというお話しだったのかなとこういう理解でよろしいですか。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤上下水道課長。 

○上下水道課長（佐藤光明）  はい。渋井議員のおっしゃるとおりでございます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  それで、今度はまた話が防災減災対策については、庁舎ということ

も災害対策の本部になって何といっても災害に強いまちづくりを進めますが、いざ災害になっ

たときは本部として活動をしていくと。ただの地震では壊れないと、水はかぶらないと、こん

なのは当たり前なのですが、災害対策本部が仮に烏山地区で一生懸命で、その計画の中にはま

ちづくりの方向性の中に都市基盤ということでインフラ、上下水道の整備状況とか書いてある

のですよ。 

 そうすると、上下水道の整備状況が１０点あるのですけれども、防災拠点の安全性なんてい

うのもありますが、一たびそういう想定されている雨がくると、下水につないでいてもいつ流

されるか、流されるって、物を流すことができるかですよ、わからないような状況で、仮設ト

イレをたくさん置いて対応をしなければならなくなってしまうんではないのかなとこういうふ

うに思うのです。 

 私はこれ荒川の洪水浸水想定区域って出ていますが、同僚議員が近くにいるので多分水没す

るのじゃないかなんて思って楽しみに見たのですが、意外や意外、小河原地区は浸水をしない

のです、小河原地区は。もう１回目を疑って見ましたけれども、よくよく見たらどっちかとい

うと野上の議員さんのほうが危ないというような、そんなような状況なのです。としますと、

烏山地区の下水に直接つなぐというようなことになると、そういう水害がきたときに対策本部

としては用をなさないとはいいませんが、かなり大変だというようなのが実情だと私は思うの

ですが、その辺については当然庁舎の整備を一生懸命今進めていただいている担当課長にお話

しをいただければなと思うのですが。 

○議長（沼田邦彦）  石川総合政策課長。 

○総合政策課長（石川 浩）  可能性としては下水の終末処理場が水没すれば流せないとい

うこともありますので、それも１つの検討材料にはなると思います。ただ、終末処理場ばかり

ではなくその他の下水道なり、道路等の通行状況と総合的に勘案する場合にどこになるかとい

うのは今後検討委員会等で検討されるものというふうに思います。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  こういうマップも自分で、みずからつくって市民に配るということ
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ですけれども、やっぱり己を知って敵を知れば百戦して百戦危うからずとこのようなことにな

んのかなと思うのです。まず、移転できるものは移転をすると。これは当然なのですよ。移転

できるものは移転をし、できるだけ早く、それで、復旧の計画を策定できるところは策定をす

ると。小河原の処理場なんかはちょっと盛り土でもして、水が入ってこないようにし、処理し

たところは水中ポンプで川へ上げれば大した対応なく、対応無くというか、大したお金がかか

ることなく対応できるのかなと思うのですけれども、その点についてはいかがですか。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤上下水道課長。 

○上下水道課長（佐藤光明）  渋井議員の御提案も大変参考になりますので、そちらも含め

まして検討したいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  あとびっくりしたのが大桶運動公園なのです。大桶運動公園はあそ

こに水がたまるだけではなくて、２９４号線を超えて水がくるとこういうような状況でござい

まして、今あそこに管理棟というのでしょうか、センターハウスというのでしょうか、ああい

うのの改修というのを生涯学習課では当然国体に向けて整備をするということになっておりま

すけれども、こういう水害の対応というか、せっかくお金かけてつくったらすぐ何ていうので

すか、水没に対応できなく、きれいになくなっちゃったんだわというようなことになる可能性

もあるのかなと、こういうふうに思うのですが、その辺の考えを今まで検討したことはござい

ますか。 

○議長（沼田邦彦）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  大変申し訳ございませんが、そこまでの想定はしてございま

せんでした。今回整備を考えておりますのは一応トイレのほうが車椅子対応のものがないもの

で、そちらのほうの整備は一応は考えてございます。 

 それから屋根のほうが雨漏りがしているのでそこの改修ぐらいを想定しているものでござい

まして、全面リニューアルをしてすごい立派なものをつくるというような計画はございません。

ただ、今お話にありました２９４号線のほうまでということであれば、今後のところについて

は個別計画の中で対応等を考えていきたいというふうに思います。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  こども課さんのほうはこちらのほうへ幼稚園のほうと一緒になって

何ていうのでしょうか、認定こども園というのですか、そういうふうになるので、これも速や

かにお願いをしたいと思うのですけれども、あとは道路橋梁は常々建設屋さんと一緒になって

やるというようなことなのですが、何だかんだいっても、そういう対策というのは前から言っ

ているのですが、国土強靭化計画地方版というのを目指して、目指すというかそこまでいかな
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くてもいいのですが、多分防災関係は総務課が中心なのだと思うのです、総務課さんがいろい

ろと、ああだこうだというのも大変かもしれませんが、総務課が中心になってハザードマップ

もつくったわけですから、自分の市の関連施設、市のものと、あれですからね、関連施設って

例えばレインボーハウスとか広域行政の病院とか。そういうところも含めてですよ。病院なん

か申し訳ないのですけれども、４日くらいは水を確保できるそうですが、その後は水がどうす

んだとか、やっぱ命かかっていますから。 

 そういうのも含めて、復旧また復興の対策というのは簡単でもいいので、ざっとつくってみ

ると。そういうものができれば、この国土強靭化計画は内閣府が窓口だったかなと思うのです

よ。窓口の担当者の方は積極的に市に来てさまざま御指導もいただけるとそれも無料だという

ようなこともあるようなのです。 

 私は思うのです、２０メートルも水が来てあちこちが水没という表現ばかりじゃ、浸水とい

うよりは水没といっていいぐらいのところが多いとそういうことは多分日本広しといえどもな

かなかないと思うのですよ。国土強靭化計画の中にしっかり取り込んで、そういう対策、補助

金なんかも上手に引き出しながらやっていくと、一たび災害がくれば激甚災害というので国も

随分面倒をみていただけるとは思うのですが、そういうところをしっかりまず市の施設からや

っていく。もちろん民間の方は逃げおくれゼロ、まず逃げてもらうということなのですが、逃

げてきてくれた人はトイレ使えないのですよというのもどうかなと。熊本地震なんかでは何が

一番問題ですかって、テレビなんかで聞いてみますと、いや、トイレがやっぱりというのが多

かったのではないのかなと思います。それは見方、聞き方によって違うとは思うのですけれど

も、庁舎なんかもそういうところをしっかり踏まえて、委員会の皆様にこういう情報をしっか

り出して、検討をしてもらったらどうなのかなと私は思うのです。 

 東京電力は相当高い津波が来るよという予想をされていたのだけれども、それは後回しにし

てしまったということで今裁判沙汰になっているわけですが、我が市の場合はこういう災害が

来る可能性があるよというのをみずから配るわけですよ。だから知らなかったとか、そっちは

後回しだったとかというのは言えないのではないのかなと思うのですけれども。私の話を聞い

て市長何か思うことあったらお願いできればと思うのです。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  ここ何年かでできる問題ではないかもしれませんが、少し進めて取り

組んでいきたいなとは思っております。住民からの移動、移転、統合ではなく災害が少なくな

るための対応だと思いますので、上手に説明をして少しずつ早めにできるよう努力はしていき

たいと思いますが千年に１度のために本当に全部移転できるかどうかの、私自身もまだ保障が

わからないので、その辺を理解してもらうのが難しいのかなという感じもいたしております。
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でも、目に見えて危険な場所は移転してもらえると思いますので、私のほうからも熱意をこめ

て頼みに行き、そして移転したり、新しい位置に場所を変えるとかは進めていきたいと思いま

すが、急に来年、再来年とできるわけではないと思いますので、長い目で見ていただいてまた

住民にも御説明のときは渋井議員にも御協力をいただきたいなと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  市長はまだ千年に１度という思いがあるかもしれませんが、ＮＨＫ

のテレビによりますと、２０８８年にはそういう大きい台風が襲ってきて、それは海面上昇が

これだけあってというようなこともあって、いわゆるスーパーコンピューターでそういうのが

導き出されて今はこういうのが出ているということなのです。 

 庁舎をつくるのに、災害に強い庁舎をつくるのだよということでございますから、台風が行

って庁舎は残ったんだけれども、地震が来て庁舎は残ったのだが、そのあとライフラインがな

いんだよというのは私からすれば庁舎機能が著しく欠落しているというふうに考えてもいいの

ではないかなというふうに思っているわけです。安心安全、烏山城６００年、烏山城というの

は臥牛城というふうに言われているそうですよね。牛が臥せたようなお城だというようなこと

で、何かピンとくるようなこないような感じなのですけれども、私このままいったんでは、烏

山庁舎というのは今で言えば烏山城とはいいませんが、それに近い中心的なものだと。あと

７０年も過ぎたらふん詰まり庁舎だとこういうような言われ方になってはいけないなと、しっ

かりとしたその辺の災害に強い、せっかくつくるのですからね。 

 つくるというか、今、あるところの利用というのももちろん排除しているわけじゃないです

よ。私なんかは南那須の病院がいいかななんて勝手に思っていますが、あそこは下水につない

でなくて、処理施設もありますから、水は井戸でも掘ればいいというような思いもありますが、

とにかくしっかりとこういう自分で出すものを、自分で確認して、できることはなんなんだと

いうことは計画はしっかり立てて。別にそこから逃げればいいんだというのならかまないので

すよ、大桶運動公園センターハウスから逃げればいいんだって、弓道場から逃げればいいんだ

というのはこれは問題ないのですよ。次更新するときは高台に移りましょうかでいいと思うの

ですが、１０メートルかぶる下水道の終末処理場これ逃げるわけいかないですよね。ただ、水

道の上水関係のさまざまなものというのは先々計画を立ててもう古いですからそういうのを動

かしていくとかという先の今すぐこうやって工事をやるのだよというのではなくて、井戸がし

っかりあるんだよというとこまで調査しているわけですから、そういうところを水が来ても大

丈夫なようにしっかり、盛り土なんかただでできるわけですよね。建設発生土なんかどこへ捨

てていいんだかわからないなんていう騒ぎをしているわけで、水、あとは上下水ですね、そう
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いうところの、これ本当にしっかりしてもらわないと、私７０年後ですね、あとは死んじゃい

ますからどうってことないのですが、もし、今孫いないので、私の孫が今生まれれば７０にな

っているわけですが、じいさまこんなふん詰まりの庁舎つくりやがってなんて言われると、非

常に残念な思いをするわけです。全てさまざまなところ、しっかりと見据えて、こういう新し

く変われば、変化をしていかないと今までと同じことを固執したのではかえって痛い目にあう

と。環境の変化に適応するものこそが生き残って今の進化があるわけです。さまざまな激変に

耐えて我々の祖先は命をつないできたとこういうことです。我々もこの激変に耐えて次の世代

にそういうのを引き継いでいかなければならない。このように思うわけですけれども、市長、

覚悟を持って臨んではいるとは思うのですが再度お話しいただければなとこういうふうに思い

ます。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  災害に強い市づくりというのは必要なことだと思いますので、十分御

意見とアイデアと知識をいただきましたので、検討させていただきたいと思います。本当にあ

りがとうございます。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  覚悟と責任と対話という川俣市政は非常にここの今、今の段階が非

常に重要な時期であろうと思っております。期待しておりますので、ぜひ今までと同じじゃな

くて、改革、固定観念を打破した変革こういうのを今後の活動を御期待申し上げまして一般質

問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（沼田邦彦）  以上で、１２番渋井議員の一般質問は終了いたしました。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（沼田邦彦）  以上で本日の日程は全部終了いたしました。次の本会議は１２月５日

午前１０時に開きます。 

 本日はこれで散会いたします。お疲れさまでございました。 

［午後 ２時５５分散会］ 
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